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藤
田
小
林
文
庫
は
、
故
藤
田
徳
太
郎
氏
と
小
林
武
治
氏
が
、
日
本
歌
謡
史
研
究
を

目
的
と
し
て
蒐
集
さ
れ
た
、
千
余
点
に
の
ぼ
る
歌
謡
資
料
で
あ
り
、
國
學
院
高
等
学

校
に
寄
贈
さ
れ
、
現
在
同
校
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
既
に
、
昭
和
三
十
八
年
の
日
本

歌
謡
学
会
創
立
大
会
に
お
い
て
、
そ
の
一
部
が
展
示
さ
れ
、
同
四
十
一
年
に
は
目
録

今
國
學
院
高
等
学
校
紀
要
」
・
収
蔵
和
書
目
録
と
社
会
科
図
録
）
も
公
に
さ
れ
て
、
学

会
に
広
く
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
日
本
歌
謡
学
会
創
立
大
会
で
展
示
さ
れ
た
資
料
の

う
ち
、
風
流
踊
歌
関
係
二
十
八
点
が
、
臼
田
甚
五
郎
・
徳
江
元
正
・
須
藤
豊
彦
の
三

氏
に
よ
り
、
「
日
本
歌
謡
研
究
」
第
一
号
～
第
九
号
に
翻
刻
さ
れ
、
解
題
が
付
さ
れ
て

い
る
。

本
稿
に
お
い
て
も
、
風
流
踊
歌
本
二
十
六
点
を
採
り
上
げ
て
、
解
題
を
試
み
た
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
「
日
本
歌
謡
研
究
」
に
翻
刻
・
解
題
さ
れ
た
も
の
と
重
複
す
る
が
、

こ
こ
で
は
、
先
学
の
言
及
す
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
、
風
流
踊
歌
本
の
伝
承
地
解
明

を
主
な
目
的
と
し
た
。

体
裁
等
不
備
な
点
も
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
後
日
補
綴
す
る
機
会
を
も
ち
た
い
と

思
う
。
調
査
に
御
協
力
く
だ
さ
っ
た
、
國
學
院
高
等
学
校
長
小
林
武
治
氏
・
同
庶
務

主
任
尾
高
敬
三
氏
・
同
図
書
館
教
職
員
の
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

（
第
四
室
真
鍋
昌
弘
）

誼
拳
齢
藤
田
小
林
文
庫
蔵
風
流
踊
歌
本
解
題
稿仙

神
踊
本
一
冊
整
理
番
号
１
１
５

慶
応
三
年
書
写
。
二
四
・
五
×
一
七
・
○
・
二
五
丁
。
表
紙
後
装
。
外
題
「
神
踊
本
」
。

第
二
五
丁
裏
に
所
有
者
と
お
ぼ
し
く
「
甲
田
儀
右
衛
門
西
目
介
」
と
あ
る
。

本
書
は
、
和
泉
・
熊
取
町
に
伝
承
し
て
い
た
雨
乞
踊
歌
と
比
較
対
照
さ
せ
る
べ
き

も
の
で
あ
る
。
本
書
が
、

道
う
た
雨
山
踊
伊
勢
宮
踊
ひ
ん
田
踊
五
色
踊
寅
松
踊
十
七
踊
車

お
と
り
津
嶋
お
ど
り
し
う
と
め
踊
な
る
と
新
か
ま
く
ら
御
寺
天
じ

く
の
構
成
に
な
っ
て
い
る
が
、
「
熊
取
郷
土
調
査
」
（
昭
和
九
年
六
月
刊
。
ガ
リ
版
刷
。
大

阪
府
泉
南
郡
熊
取
尋
常
高
等
小
学
校
編
）
所
載
、
雨
乞
踊
歌
に
も
、
次
の
よ
う
に
、

ほ
ぼ
同
様
の
踊
歌
が
見
え
る
。

宝
踊
り
伊
勢
宮
踊
り
五
色
踊
り
対
島
踊
り
ひ
ん
田
踊
り
鳴
門
踊
り

具
足
踊
り
新
鎌
倉
踊
り
天
笠
踊
り
御
寺
踊
り
姑
女
踊
り
十
七
踊
り

本
書
の
「
雨
山
踊
」
（
上
段
）
と
「
熊
取
郷
土
調
査
」
の
「
宝
踊
り
」
（
下
段
）
の
一

部
分
を
示
す
と
、

・
ひ
よ
あ
め
山
さ
ま
の
く
に
お
し
と
・
雨
山
龍
王
の
こ
ま
よ
ノ
、
乞
へ
ば

５３

の
ｈ
″
う
を
の
こ
ま
を
よ
〃
ｒ
、
ヨ
ヲ

降
ら
し
や
る
ら
や
見
事
ノ
、
ノ
ー
２



の
よ
う
に
な
っ
て
、
内
容
は
同
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

本
書
「
寅
松
踊
」
は
、

ョ
是
の
し
そ
ん
の
寅
松
様
は
Ｉ
～
明
て
十
三
ま
だ
十
五
に
は
な
ら
ね
ど
も
こ

ぐ
ち
を
一
宇
と
ヲ
た
し
な
む
ノ
、

で
は
じ
ま
り
、
以
下
「
馬
を
ハ
何
と
こ
の
ま
れ
て
」
「
倉
お
パ
何
と
こ
の
ま
れ
て
」
「
具

（
マ
マ
）

足
を
何
と
こ
の
ま
れ
た
」
「
兜
と
を
何
と
こ
の
ま
れ
た
」
「
弓
を
ハ
何
と
こ
の
ま
れ
て
」

「
矢
つ
ぼ
を
何
と
こ
の
ま
れ
て
」
「
槍
を
ば
何
と
こ
の
ま
れ
た
」
と
続
け
る
が
、
『
熊
取

郷
土
調
査
」
報
告
「
具
足
踊
り
」
で
は
、
右
引
用
冒
頭
の
歌
詞
は
な
い
が
、
や
は
り

「
馬
」
「
鞍
」
「
具
足
」
「
甲
」
「
弓
」
「
や
り
」
を
、
ほ
ぼ
同
一
の
歌
詞
で
褒
め
る
。

本
書
「
道
う
た
」
は
、

こ
れ
ほ
ど
の
を
て
ら
か
よ
い
に
し
よ
あ
る
し
や
く
は
ち
ひ
ろ
を
て
ノ
、
Ｊ
１
と

こ
ゑ
ば
ふ
ら
し
や
る
や
ら
み
ご
と
／

～
と
や
あ
ら
み
ご
と
や
ら
た
か
ら

を
ど
り
ハ
し
や
ら
み
ご
と
Ｉ
、
じ

よ
ん
／
～
ノ
ー
じ
よ
じ
ョ
ん
し
よ
ん

さ
て
こ
て
ノ
ー
さ
秘
さ
畠
さ
て
こ
て

ノ
、
ョ
い
そ
り
や
は
ら
は
ん
に
や

は
ん

・
ひ
ョ
雨
山
さ
ま
の
し
や
だ
ん
の
た
く

み
ノ
、
し
ぽ
ハ
や
つ
む
ね
を
し
る

ハ
を
狸
ぎ
た
に
お
う
け
て
か
げ
ず
く

り
ノ
、
爵

・
雨
山
さ
ま
の
し
や
た
ん
の
た
く
み
ノ

ー
四
方
八
シ
棟
後
は
大
木
谷
を
受

け
て
か
け
つ
く
る
ノ
ー
や
ら
見
事

や
ら
宝
踊
り
は
や
ら
見
事
ノ
ー

や
あ
ら
宝
踊
り
は
や
ら
見
事
ノ
ｉ
、

拍
子
ジ
ヨ
ン
ノ
ー
、
ノ
く
、
シ
ヨ
ノ
ー
１
シ

ョ
ン
ノ
ー
、
サ
テ
コ
テ
ノ
ー
、
サ
、
、

、
サ
テ
コ
テ
サ
、
、
、
サ
テ
シ

ン
ハ
ラ
ノ
Ｉ
、
ハ
ン
ニ
ヤ
ハ
ン

り
あ
げ
て
ふ
い
て
み
た
れ
ば
し
よ
あ
る
ふ
し
や
よ
っ
で
た
ノ
ー
〆
～
ま
ず
よ
い

に
と
の
ご
と
ま
つ
ふ
し
ま
ち
ゑ
て
と
の
ご
と
れ
る
ふ
し
／
、
あ
か
つ
き
の
は

な
れ
ふ
し
と
や
よ
あ
け
て
あ
だ
な
の
た
つ
ふ
し
ノ
ー
Ｉ
、
（
下
堕

を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
熊
取
郷
土
調
査
」
に
は
見
え
な
い
け
れ
ど
も
、
和
泉
地

方
で
、
同
種
の
歌
を
「
道
歌
」
と
し
て
用
い
て
い
る
場
合
は
多
く
、
例
え
ば
、
『
神
踊

歌
」
（
天
保
二
年
。
岸
和
田
）
。
「
踊
お
ん
ど
本
』
（
明
治
二
年
。
岸
和
田
）
。
『
当
社
祭
礼

小
踊
」
（
文
政
十
三
年
。
岸
和
田
）
。
『
神
社
小
踊
歌
』
（
文
政
六
年
。
泉
北
地
方
）
な
ど

を
確
認
で
き
る
（
「
和
泉
史
料
叢
書
・
雨
乞
編
」
、
大
越
勝
秋
編
『
泉
北
地
方
の
民
謡

集
Ｈ
」
な
ど
参
照
）
。
こ
の
尺
八
を
拾
う
歌
を
道
歌
と
し
て
使
用
す
る
の
は
、
兵
庫
・

百
石
踊
系
統
、
阿
波
・
神
踊
系
統
な
ど
に
及
ぶ
が
、
な
か
で
も
、
和
泉
地
方
に
お
い

て
最
も
顕
著
で
あ
る
と
し
て
よ
い
。
お
そ
ら
く
採
集
漏
れ
で
あ
ろ
う
。

ま
た
「
新
か
ま
く
ら
」
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
前
掲
「
熊
取
郷
土
調
査
』
に
よ
っ
て

確
認
で
き
、
例
え
ば
最
後
の
行
で
、
本
書
は
、

ヨ
ヲ
な
に
を
な
け
き
あ
る
か
わ
や
な
ぎ
水
の
で
は
な
を
な
げ
き
そ
る
ノ
、

と
う
た
う
と
こ
ろ
を
、

何
を
な
げ
く
ぞ
川
柳
水
の
出
は
な
を
な
げ
き
候
ノ
、
忍
ぶ
恋
と
て
面
白
や
ノ
、

と
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
忍
ぶ
恋
と
て
面
白
や
」
を
各
連
の
終
り
に
加
え
て
い
る
程
度

の
相
違
の
み
で
あ
る
。

「
車
踊
」
は
、
「
熊
取
郷
土
調
査
」
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
も
、
同
地
に
伝

承
し
な
か
っ
た
と
見
る
の
は
疑
わ
し
く
、
例
え
ば
前
引
「
神
踊
歌
」
（
天
保
二
年
）
な

ど
に
も
、
同
歌
が
「
車
間
踊
」
と
し
て
見
え
て
い
る
。

な
お
、
「
熊
取
町
の
民
謡
集
」
（
大
越
勝
秋
篇
）
所
載
「
大
久
保
雨
乞
踊
」
に
も
「
宝
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踊
」
「
伊
勢
宮
踊
」
「
五
色
踊
」
が
あ
り
、
本
書
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
「
宝
踊
」

は
「
雨
山
踊
」
で
あ
る
。

以
上
取
り
上
げ
た
踊
歌
以
外
の
す
べ
て
は
、
『
熊
取
郷
土
調
査
」
採
集
踊
歌
と
同
一

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
り
、
本
書
を
、
和
泉
・
熊
取
町
に
お
け
る
歌
本
と
判
定
す
る
。

②
神
踊
寄
音
頭
手
控
一
冊
整
理
番
号
１
１
６

明
治
初
期
書
写
。
仮
綴
本
。
一
二
・
○
×
一
六
・
○
・
四
四
丁
。
扉
題
「
神
踊
歌
音

頭
手
控
」
。
題
の
左
下
に
所
有
者
と
お
ぽ
し
く
「
小
門
柳
右
衛
門
」
。

本
書
は
、
次
の
踊
歌
か
ら
成
る
。

道
歌
十
七
道
歌
あ
ま
が
道
歌
世
の
中
踊
伊
勢
宮
踊
御
宮
踊
宝
踊

御
寺
踊
花
見
踊
吉
野
踊
さ
つ
ま
を
ど
り
ふ
な
か
た
踊
松
虫
踊
寅
松

踊
し
の
び
踊
御
若
衆
踊
鳴
子
踊
雨
乞
踊
順
礼
踊
桜
踊
御
山
踊

浦
方
踊
綾
は
た
踊
若
松
踊
鮎
み
せ
踊
鞍
馬
踊
と
く
さ
踊
し
ょ
く
み

踊
山
家
踊

以
上
の
踊
歌
の
内
、
注
意
す
べ
き
こ
と
を
い
く
つ
か
記
す
。

桜
踊
。
ほ
ぼ
同
形
は
、
和
泉
・
岸
和
田
安
政
三
年
本
『
拍
子
踊
り
歌
』
（
「
和
泉
史

料
叢
書
・
雨
乞
篇
」
所
収
〉
桜
踊
に
見
え
る
。
両
書
合
わ
せ
て
、
そ
こ
に
う
た
わ
れ
る

桜
名
所
は
、
「
吉
野
御
山
」
「
熊
の
御
山
」
「
あ
わ
じ
お
山
」
「
な
ら
の
御
山
」
「
高
野
山
」
「
吉

野
山
」
「
愛
宕
山
」
「
住
吉
明
神
」
と
あ
っ
て
、
畿
内
の
も
の
で
あ
る
。

御
若
衆
踊
。
『
葛
城
踊
音
頭
拍
子
」
（
前
掲
書
所
収
）
や
前
掲
安
政
三
年
本
な
ど
に
見

え
る
「
若
衆
踊
」
と
同
じ
。
本
書
で
「
御
若
衆
さ
ま
の
お
は
だ
に
め
せ
た
る
か
た
ひ

ら
ハ
、
と
こ
や
そ
め
て
の
し
」
と
あ
る
と
こ
ろ
は
、
右
二
書
で
は
、
「
ど
こ
や
染
で
候
」

と
あ
る
か
ら
、
本
書
の
「
の
し
」
の
表
現
は
特
色
が
あ
る
。
そ
の
あ
た
り
か
ら
、
「
日

本
歌
謡
研
究
』
誌
解
説
で
は
、
紀
州
有
田
地
方
の
踊
歌
本
と
す
る
が
、
そ
れ
の
み
で

伝
承
地
を
決
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

松
虫
踊
。
こ
の
名
称
の
踊
歌
は
、
播
磨
・
百
石
踊
、
阿
波
・
神
踊
な
ど
に
散
見
す

る
が
、
歌
詞
の
内
容
は
別
系
統
で
あ
る
。
大
和
・
山
辺
郡
・
都
祁
村
吐
山
・
太
鼓
踊

の
も
の
は
ほ
ぼ
同
系
と
言
え
る
が
、
そ
こ
に
う
た
わ
れ
て
い
る
山
の
名
は
、
奈
良
地
方

独
自
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
本
書
で
は
、
「
だ
い
せ
ん
じ
御
山
豈
す
み
よ
し
御
山
當
天

野
御
山
」
「
か
ん
こ
の
し
め
を
（
い
）
」
に
巣
を
か
け
て
鳴
く
。
和
泉
・
貝
塚
市
「
神
お
ど

り
う
た
手
ほ
ん
』
で
は
、
「
天
王
寺
御
山
」
「
堺
お
山
」
「
大
鳥
お
山
」
「
信
田
御
山
」
と
あ

り
、
本
書
で
「
住
吉
御
山
」
「
天
野
御
山
」
と
あ
る
と
こ
ろ
は
、
そ
の
和
泉
地
方
の
地

名
を
並
べ
る
発
想
に
近
い
。
紀
州
に
は
、
こ
の
系
統
歌
は
見
う
け
ら
れ
な
い
。

御
山
踊
。
お
山
と
し
て
「
か
づ
ら
き
山
」
「
牛
た
き
山
」
「
金
剛
山
」
な
ど
、
和

泉
の
修
験
名
山
を
う
た
い
込
む
の
が
特
色
。
和
泉
地
方
「
葛
城
踊
」
「
御
山
踊
」
な
ど

に
合
わ
せ
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

道
歌
・
伊
勢
宮
踊
。
前
掲
仙
神
踊
本
の
「
道
う
た
觜
伊
勢
宮
踊
」
と
同
じ
内
容
で

あ
る
。十

七
道
歌
。
道
歌
の
歌
詞
と
一
つ
に
す
る
と
、
例
え
ば
、
和
泉
・
文
政
十
三
年
本

『
当
社
祭
礼
小
踊
」
・
道
行
次
第
と
同
じ
も
の
と
な
る
。

順
礼
踊
。
同
歌
は
、
右
掲
『
当
社
祭
礼
小
踊
」
に
見
え
る
。

と
く
さ
踊
。
「
吉
野
山
」
「
熊
野
山
」
「
淡
路
御
山
」
「
愛
宕
山
」
が
う
た
わ
れ
る
。

さ
つ
ま
を
ど
り
。
阿
波
・
神
踊
に
同
題
歌
は
あ
る
が
、
内
容
は
異
る
。
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一

③
四
社
神
踊
本
一
冊
整
理
番
号
１
１
７

明
治
三
五
年
書
写
。
二
四
・
七
×
一
七
・
○
・
二
八
丁
。
外
題
「
四
社
神
踊
本
」
・

表
紙
外
題
の
右
肩
に
「
明
治
三
十
五
年
」
と
あ
り
、
第
二
八
丁
裏
に
「
明
治
州
八
年

七
月
十
四
日
名
東
郡
一
宮
村
広
川
増
太
郎
」
と
あ
る
。

阿
波
・
名
東
郡
・
一
宮
村
の
神
踊
歌
本
。
後
掲
⑨
「
神
踊
歌
全
」
と
同
種
の
歌
本
。

四
社
、
つ
ま
り
東
宮
・
西
宮
・
與
利
大
明
神
・
舟
戸
大
明
神
と
、
そ
れ
ぞ
れ
四
社
の

前
の
踊
歌
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

東
宮
１
１
大
黒
踊
綾
竹
踊
雪
花
踊

西
宮
１
１
御
所
之
踊
五
色
踊
塩
汲
踊
者
美
し
や
踊
名
古
屋
踊
博
多
踊

毬
の
踊
松
む
し
踊
鎌
倉
踊

與
利
大
明
神
１
１
志
渡
の
踊
津
羽
黒
踊
住
吉
踊

舟
戸
大
明
神
１
１
忍
び
踊
し
ん
く
踊

阿
波
国
内
に
お
け
る
同
類
型
を
簡
略
に
示
す
と
、

大
黒
踊
。
名
西
郡
石
井
町
城
ノ
内
・
曽
我
氏
神
社
神
踊
・
「
大
黒
」
が
比
較
的
近
い
。

名
東
郡
・
国
府
・
南
岩
延
村
・
神
踊
歌
・
大
黒
踊
、
那
賀
郡
・
「
大
黒
踊
」
（
以
上
含
郷

土
研
究
」
五
巻
五
号
、
「
日
本
歌
謡
集
成
」
巻
十
二
、
本
田
安
次
著
「
語
り
物
・
風
流

二
」
に
翻
刻
）
な
ど
は
、
一
部
分
同
類
歌
詞
を
含
む
。
同
じ
「
大
黒
踊
」
の
名
称
は
、

播
磨
・
宍
粟
郡
・
チ
ャ
ン
チ
ャ
コ
踊
に
も
見
え
る
。

以
上
、
和
泉
地
方
の
地
名
が
よ
り
印
象
的
で
あ
り
、
同
地
方
の
踊
歌
本
に
見
え
る

踊
歌
と
の
重
な
り
が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
段
階
で
は
一
応
、
和
泉
地
方
雨
乞
風
流

踊
歌
本
と
見
て
お
く
の
が
最
も
妥
当
の
よ
う
に
思
え
る
。

こ
れ
は
、
前
掲
曽
我
氏
神
社
神
踊
・
「
雪
花
踊
」
、
同
国
・
三
好
郡
・
西
祖
谷
村
・
神

代
踊
令
雪
は
ら
ひ
」
な
ど
に
よ
っ
て
、
本
書
の
「
笹
の
雨
の
お
ふ
も
さ
よ
」
の
「
笹
の

雨
」
は
「
笠
の
雪
」
の
変
化
又
は
誤
字
の
よ
う
に
も
見
う
け
ら
れ
、
「
柴
雪
」
も
「
白

雪
」
の
誰
り
の
可
能
性
が
大
き
い
。
な
お
、
こ
の
「
笹
の
雨
の
重
さ
よ
」
の
句
は
、

恋
風
が
来
て
は
快
に
掻
い
縫
れ
て
な
う
袖
の
重
さ
よ
恋
風
は
お
も
ひ
物
哉

会
閑
吟
集
』
・
泥
。
同
類
型
は
狂
言
小
歌
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
）

な
ど
の
中
世
小
歌
に
見
え
る
「
…
…
の
重
さ
よ
」
の
句
を
受
け
て
い
る
も
の
と
見
て

よ
か
ろ
う
。

博
多
踊
。
同
種
は
、
名
東
郡
・
上
八
萬
村
・
神
踊
歌
・
「
博
多
踊
」
な
ど
。

し
ん
く
の
踊
。
名
東
郡
・
国
府
村
・
早
渕
・
神
踊
・
「
新
工
踊
」
、
同
村
・
南
岩
延

村
・
「
新
工
踊
」
が
あ
っ
て
歌
詞
に
そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら
か
の
相
違
が
あ
る
。

以
上
、
歌
詞
の
上
か
ら
も
、
阿
波
・
神
踊
歌
本
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で

綾
竹
踊
。
前
掲
曽
我
氏
神
社
神
踊
・
「
綾
踊
」
に
、
後
半
の
「
綾
竹
を
は
た
と
忘
れ
て
」

以
下
が
見
え
る
。
前
半
は
、
阿
波
・
和
泉
地
方
の
入
端
や
道
歌
と
し
て
見
え
る
歌
詞

で
あ
る
（
前
掲
、
⑩
「
神
踊
本
」
、
②
「
神
踊
奇
音
頭
手
控
」
な
ど
参
照
）
。

あ
る
（
前
掲
、
⑩
「
神
踊
本
」
、
②
「
神
踊
奇
音
頭
手
控
」
な
ど
参
照
）
。

雪
花
踊
。
四
連
か
ら
成
る
の
で
そ
れ
を
引
用
す
る
。

向
ひ
路
の
山
に
ふ
る
柴
雪
が
さ
ら
パ
ん
ノ
、
笹
の
雨
の
お
ふ
も
さ
よ
雪
花

踊
ハ
ー
お
と
り
岩
槌
山
に
ふ
る
柴
雪
が
さ
ら
（
ん
ノ
、
笹
の
雨
の
お
ふ
も

さ
よ
雪
花
お
ど
り
ハ
ー
お
ど
り
伊
野
土
山
に
降
る
柴
雪
は
さ
ら
ハ
ん
ノ
ー

笹
の
雨
の
お
ふ
も
さ
よ
雪
花
踊
ハ
ー
お
と
り
こ
ん
じ
の
山
に
降
る
雪
ハ
さ

ら
は
ん
ノ
、
笹
の
雨
の
お
ふ
も
さ
よ
雪
花
踊
ハ
ー
お
と
り
ヒ
ャ
シ
ャ
ン
ノ
ー

ヒ
ヤ
シ
ャ
ン
ノ
Ｉ
、
ノ
ｆ
、
ノ
く
、

238



明
治
初
期
書
写
。
一
八
・
五
×
二
五
・
八
。
仮
綴
本
。
加
丁
。
扉
題
「
神
踊
」
。
題
左

下
に
「
小
澤
」
と
あ
る
。

「
神
踊
」
と
「
花
踊
」
を
記
載
。
そ
れ
ぞ
れ
、
二
つ
の
「
道
行
」
と
一
つ
の
「
引

端
」
か
ら
成
る
。
畿
内
を
中
心
と
し
て
の
、
標
準
的
な
雨
乞
風
流
踊
歌
の
構
成
・
内

容
と
比
較
し
て
、
や
や
そ
の
雰
囲
気
を
異
に
す
る
。
例
え
ば
「
花
踊
」
の
、

春
は
桜
の
木
の
本
に
Ｉ
、
四
方
の
山
ｊ
、
霞
た
つ
は
ら
ノ
ー
ほ
ろ
ノ
＼
は
ら

と
い
つ
る
誰
か
情
か
村
雨

の
部
分
は
、
女
歌
舞
伎
踊
歌
集
・
天
理
図
書
館
本
「
お
と
り
』
の
、

お
ほ
ろ
月
夜
の
山
の
端
に
ノ
、
な
こ
り
お
し
や
つ
れ
な
や
う
掴
は
ら
ノ
ー
お

る
と
、
い
つ
れ
た
か
な
さ
け
そ
む
ら
雨
（
や
や
こ
）

を
は
じ
め
と
す
る
、
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
「
や
や
こ
踊
」
系
統
の
結

⑤
神
踊
一
冊
整
理
番
号
－
１
旧

側
御
宮
踊
本
一
冊
整
理
番
号
１
１

昭
和
二
年
刊
。
二
五
・
○
×
一
七
・
八
。
五
三
丁
。
外
題
「
御
宮
踊
本
」
。
刊
記
「
昭

和
弐
年
八
月
矢
野
村
青
年
会
馬
場
支
部
員
」
。

昭
和
二
年
に
、
木
版
刷
の
体
裁
で
出
さ
れ
た
。
踊
歌
は
、
次
の
順
に
記
さ
れ
て
い

る
。
矢
野
村
は
、
前
掲
側
の
、
阿
波
・
名
東
郡
・
一
宮
村
に
近
い
矢
野
村
で
あ
ろ
う
。

神
楽
踊
田
村
踊
国
誉
踊
忠
誠
踊
奉
曳
踊
御
蔭
踊
名
所
踊
明
治
踊

熊
谷
踊

峯
辱
ヲ
つ
０

⑥
神
楽
踊
太
鼓
一
冊
整
理
番
号
１
１
８

安
政
五
年
書
写
。
二
八
・
八
×
二
○
・
六
。
一
六
丁
。
外
題
・
内
題
と
も
に
「
神
楽

踊
太
鼓
」
。
表
紙
の
外
題
右
肩
に
「
安
政
五
戌
午
年
」
、
左
肩
に
「
六
月
吉
日
」
。
裏
表
紙

（
ヤ
プ
レ
）

に
「
□
口
持
用
」
「
五
冊
本
之
内
ヨ
リ
写
之
」
と
あ
る
。

次
に
、
丹
後
由
良
地
方
風
流
踊
歌
本
三
種
と
そ
の
所
収
踊
歌
を
比
較
し
て
み
る
。

Ａ
、
「
神
歌
井
太
鼓
」
（
文
化
九
年
書
写
。
由
良
庄
）
。
Ｂ
、
「
祭
礼
踊
り
歌
控
」
（
寛
政
年
間

書
写
。
由
良
）
。
Ｃ
、
「
笹
聡
子
躍
歌
」
（
弘
化
三
年
書
写
本
か
ら
の
大
正
四
年
転
写
本
。

由
良
脇
）
。
Ａ
・
忍
頂
寺
文
庫
蔵
、
Ｂ
及
び
Ｃ
は
京
都
教
育
委
員
会
篇
『
丹
後
の
笹
ば

や
し
調
査
報
告
書
」
の
翻
刻
に
よ
る
。
各
踊
歌
は
本
書
の
配
列
の
順
に
並
べ
か
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
も
と
の
順
序
は
、
①
②
で
示
し
た
。

び
の
文
句
を
伝
え
て
い
る
。

ひ
や
し
は
く
舟
か
よ
サ
君
待
つ
た
ん
び
や
揖
を
し
ず
め
て
お
待
あ
れ
ン
サ
は
ら

ら
，
ｒ
～
は
ひ
や
ほ
ろ
〆
＼
は
ら
は
と
い
づ
る
ん
た
が
な
さ
け
ぞ
む
う
ら
さ
め
ひ

ひ
や
ひ
い
ふ
り
よ
に
ひ
や
ふ
り
よ
ひ
や
を
ん
は
（
因
幡
・
越
路
・
雨
乞
風
流
踊
・

屋
々
こ
を
ど
り
。
「
民
俗
芸
能
」
・
銅
号
山
路
興
造
氏
翻
刻
）

い
よ
登
り
下
り
が
し
ぎ
や
な
れ
（
み
あ
げ
う
れ
し
や
た
び
〆
～
ん
い
よ
そ

ら
，
ｒ
、
ふ
る
ノ
＼
は
ら
，
ｒ
～
と
い
づ
る
た
が
な
さ
け
の
村
さ
め
（
摂
津
・
八
部
郡
・

車
・
雨
乞
拍
子
踊
・
や
き
子
踊
。
「
藝
能
史
研
壺
聖
・
副
号
名
生
昭
雄
氏
翻
刻
）

「
神
踊
」
の
名
称
は
、
阿
波
・
和
泉
そ
の
他
の
地
域
に
見
え
、
「
花
踊
」
な
る
名
称
も
、

阿
波
・
淡
路
な
ど
に
見
え
る
が
、
本
書
の
伝
承
地
は
不
明
で
あ
る
。
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す
る
。

（
以
下
、
太
鼓
口

調
子
を
載
せ
る
）

駒
曳
踊

船
頭
踊

鐘御
鋳寺
踊踊

芳
野
踊

此
家
踊

親
方
踊

帷
子
踊

奥
州
踊

拾
九
踊

葵
踊
太
鼓

矢
倉
踊

篠
原
踊

神
楽
踊

笠
之
踊

Ａ
・
Ｂ
で
は
、
踊
歌
記
載
の
順
に
変
化
は
あ
る
が
、
Ｃ
は
、
完
全
に
本
書
と
一
致

本
書

Ａ

①
神
楽
踊
太
鼓

②
笠
の
踊

⑩
篠
原
踊

③
矢
倉
踊

④
葵
踊

⑤
十
九
踊

⑧
帷
子
踊

⑥
奥
州
踊

⑦
親
方
踊

⑨
芳
野
踊

⑪
さ
い
か
踊

⑬
御
寺
踊

⑭
鐘
鋳
踊

⑮
駒
引
踊

⑫
船
頭
踊

（
以
下
、
踊
あ
け

の
歌
を
五
種
載
せ

る
）

⑪
お
寺
お
ど
り

⑫
か
れ
い
お
と
り

⑬
駒
引
お
と
り

⑭
船
頭
お
と
り

（
以
下
、
お
ど
り
場

五
ッ
、
の
歌
詞
及
び

太
鼓
口
調
子
を
載
せ

る
） ①

挿
楽
踊

②
笠
之
踊

⑩
篠
原
お
と
り

③
や
ぐ
ら
お
と
り

④
青
井
踊
り

⑤
十
九
踊

③
か
た
ひ
ら
お
と
り

⑥
奥
州
踊

⑦
親
方
踊

⑨
言
野
お
ど
り

B

Ｃ

①
神
楽
踊

②
笠
の
踊

③
篠
原
踊

④
矢
倉
踊

⑤
葵
ひ
踊
り

⑥
十
九
踊
り

⑦
帷
子
踊
り

⑧
奥
州
踊
り

⑨
親
方
踊
り

⑩
言
野
踊
り

⑪
斎
家
踊
り

⑫
御
寺
踊
り

⑬
鐘
鋳
踊
り

⑭
駒
引
踊
り

⑮
船
頭
踊
り

Ｃ
寛
政
弐
巳
卯
年
、
五
ケ
村
役
人
中
井
二
惣
代
之
者
立
会
ニ
テ
、
五
冊
お
相
認
め

Ｂ
寛
政
年
中
五
ケ
村
立
開
ノ
中
本
之
写
祭
礼
踊
り
歌
控
丹
後
国
加
佐
郡
由
良

A を
、
三
本
に
以
下
の
如
く
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
書
裏
表
紙
に
、
「
五
冊
本
之
内
ヨ
リ
写
之
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
と
関
連
あ
る
記
事
叩

相
渡
し
置
候
事
。
向
後
狼
二
不
致
緩
く
事
。
前
書
之
通
り
今
般
改
草
い
た
し
候

処
、
相
違
之
無
二
付
致
奥
印
候
。
以
上
。

有
之
所
、
紛
失
の
村
も
御
座
候
二
付
、
天
保
十
四
癸
卯
年
、
於
如
意
精
舎
、
五

ヶ
村
再
会
致
し
書
面
之
通
り
相
改
申
候
。
依
之
五
冊
物
相
認
め
村
々
え
壱
冊
宛

定
（
以
上
裏
表
紙
）

浜
野
改
役
人
庄
屋
源
衛
門
同
藤
三
郎
右
者
此
役
口
代
二
而
改
五
ケ
村
相

村
大
森
又
兵
衛
（
以
上
表
紙
）

左
之
通
五
ケ
村
立
合
ニ
ョ
リ
相
改
有
之
価
如
件

年
寄
長
兵
衛

庄
屋
孫
兵
衛

年
寄
清
助

庄
屋
源
左
衛
門

同同同々 同々

吉
左
衛
門

長
左
衛
門

興
助

善
四
郎

九
郎
左
衛
門

三
郎
兵
衛

々々々印
（
扉
裏
）



々
源
兵
衛
々

々
半
左
衛
門
々

右
は
五
ケ
村
蔵
書
の
通
り
少
も
相
違
無
之
謹
写
致
候
也
佐
原
書

ゆ
え
に
、
本
書
で
言
う
五
冊
本
と
い
う
の
は
、
由
良
五
箇
村
に
そ
れ
ぞ
れ
一
冊
ず
つ

伝
承
し
て
い
た
校
訂
踊
歌
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

Ａ
と
Ｂ
に
見
え
る
「
踊
あ
け
」
の
歌
五
種
、
「
お
ど
り
場
五
シ
」
と
い
う
の
は
、
次

の
五
種
の
歌
を
指
す
（
紙
幅
の
都
合
で
、
Ｂ
の
方
を
も
っ
て
代
表
と
す
る
）
。
本
書
と

Ｃ
は
、
そ
れ
ら
の
歌
詞
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
踊
歌
の
最
終
部
分
に
は
い
っ
て
い
る
。

踊
あ
け

な
く
く
さ
か
り

千
り
か
や
ぶ
に
鳴
ひ
よ
鳥
ハ
ノ
‐
、
あ
さ
草
刈
の
め
を
さ
ま
す

そ
ふ
か
ソ
ワ
か
冨
手
具
マ
ヱ

と
ふ
じ
が
た
う
と
思
ひ
し
か
ノ
、
心
に
か
け
添
群
雀
ｊ
、

年
々
の
篠
の
竹
し
げ
れ
ば
ほ
そ
る
＃
、
お
れ
ら
も
殿
と
ね
て
ほ
そ
る
ノ
、

か
ぶ
き
山
陰
す
を
か
け
て
，
１
１
国
シ
の
薦
が
す
を
く
む

お
庭
に
な
ご
り
ハ
お
し
け
れ
ど
明
年
参
る
又
参
〆
、

な
お
、
本
書
の
矢
倉
踊
、
芳
野
踊
、
此
家
踊
、
鐘
鋳
踊
、
駒
引
踊
、
船
頭
踊
に
「
ユ

リ
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
Ｂ
・
Ｃ
に
も
認
め
ら
れ
る
。
唱
謡
法
・
演
奏
法
と
し
て

の
「
ユ
リ
」
の
歴
史
に
関
係
す
る
実
例
と
し
て
注
意
さ
れ
る
。

「
ユ
リ
」

、
神
踊
歌
本
一
冊
整
理
番
号
Ｉ
ｌ
２

江
戸
末
期
書
写
。
二
四
・
五
×
一
六
・
○
・
五
八
丁
。
外
題
「
神
踊
歌
本
」
。

所
収
踊
歌
を
次
に
示
す
。

本
書
は
、

丹
後
・
由
良
地
方
・
太
鼓
踊
歌
本
で
あ
る
。

⑧
御
神
踊
一
冊
整
理
番
号
１
１
弧

明
治
三
十
年
書
写
。
二
五
・
○
×
一
七
・
○
。
仮
綴
本
。
”
丁
。
扉
題
「
御
神
踊
」
。

扉
題
の
右
肩
に
「
明
治
舟
年
酉
ノ
七
月
廿
八
日
改
」
、
左
方
に
「
菖
蒲
邑
久
賀
芳
吉
」

と
あ
る
。

柳
井
津
踊
宝
の
踊
み
こ
ろ
の
踊
白
金
踊
美
濃
踊
申
子
踊
帷
子
踊

綾
機
踊
虎
松
踊
住
吉
踊
平
野
踊
相
模
踊
宇
わ
な
利
踊
鞠
踊
お
山

踊
小
草
踊
源
太
郎
踊
鼓
踊
船
子
踊
扇
虎
松
踊
伊
勢
島
踊
し
な
だ

ん
踊
白
金
弥
十
郎
踊
恋
の
踊
手
拭
踊
し
の
び
踊
燕
踊
殿
御
踊
お

た
か
踊
若
殿
踊
鎌
倉
踊
女
郎
屋
踊
清
月
踊
高
立
引
踊
宮
引
踊
寺

の
入
端
お
若
衆
踊
忍
び
踊

い
ま
、
阿
波
・
那
賀
郡
・
和
食
及
び
桑
野
地
方
の
踊
歌
（
浅
野
建
二
著
「
日
本
歌
謡

の
発
生
と
展
開
當
桧
瑛
司
編
「
鳴
門
・
ふ
る
さ
と
の
芸
能
」
所
収
）
と
対
照
さ
せ
て

み
る
と
、
ほ
ぼ
全
部
に
お
い
て
一
致
す
る
。

「
し
な
だ
ん
踊
」
は
、
和
食
で
は
「
し
た
段
踊
」
、
「
白
金
弥
十
郎
踊
」
は
、
和
食

で
は
「
白
金
踊
」
、
「
高
立
引
踊
」
は
、
和
食
で
「
坂
東
踊
烏
桑
野
で
は
「
坂
東
引
踊
」
又

は
「
高
立
引
踊
」
と
称
す
。
「
寺
の
入
端
」
は
、
和
食
で
は
「
寺
引
踊
」
と
も
言
わ
れ
る
。

「
鼓
踊
」
は
、
例
え
ば
③
「
四
社
神
踊
本
」
の
「
し
ん
く
の
踊
」
に
見
え
る
よ
う
に
、

「
し
ん
く
」
を
冒
頭
に
出
す
型
で
あ
る
。
「
平
野
踊
」
の
内
容
は
「
飛
騨
踊
」
で
あ
る

か
ら
、
「
平
野
」
は
「
飛
騨
」
の
託
り
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

本
書
は
、
阿
波
・
那
賀
郡
・
和
食
又
は
桑
野
地
方
の
雨
乞
風
流
踊
歌
本
と
見
て
よ

い
。

I
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は
じ
め
三
丁
分
ほ
ど
に
書
き
付
け
ら
れ
た
歌
は
、
何
々
踊
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
標

準
的
体
裁
を
整
え
た
踊
歌
で
は
な
く
、
即
興
的
な
俗
謡
の
断
片
で
あ
る
。
そ
れ
に
続

い
て
、屋

敷
踊
宝
踊
あ
や
は
た
踊
お
舟
踊
大
神
踊
た
か
す
踊
く
る
ま
踊

笠
伎
白
兼
踊
を
や
か
た
踊
金
す
き
踊
喜
惣
踊
虎
松
踊
や
く
し
踊

つ
ば
く
ら
踊
順
れ
い
踊
ヲ
か
じ
踊
ば
は
ん
踊
五
色
の
踊
御
参
宮
踊

よ
ん
ぽ
し
踊
長
者
踊
年
仏
踊
年
仏
踊

阿
波
・
那
賀
郡
・
上
那
賀
町
・
菖
蒲
村
の
雨
乞
風
流
踊
歌
と
一
致
す
る
も
の
が
多

い
。
例
え
ば
、

よ
ん
ぽ
し
踊
。
阿
波
で
は
、
「
え
ぼ
し
踊
」
「
ゑ
ぼ
し
」
な
ど
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
が
多
い

が
、
菖
蒲
・
拝
宮
の
二
地
域
で
は
「
よ
ん
ぽ
し
踊
」
「
余
帽
子
踊
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て

い
る
。や

く
し
踊
。
阿
波
で
は
、
各
地
に
「
申
し
子
踊
」
が
あ
る
が
、
菖
蒲
他
三
箇
所
で

は
、
同
じ
内
容
を
「
薬
師
踊
」
と
名
づ
け
て
い
る
。

ば
は
ん
踊
。
桧
瑛
司
編
「
鳴
門
・
ふ
る
さ
と
の
芸
能
』
な
ど
に
よ
る
と
、
阿
波
で

は
一
般
に
「
吉
田
踊
」
「
月
待
踊
」
な
ど
の
名
称
で
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

菖
蒲
で
は
、
「
ば
は
ん
踊
」
と
言
う
（
な
お
、
ま
っ
た
く
別
系
の
も
の
で
あ
る
が
、
河

内
・
津
田
・
文
政
元
年
八
月
書
写
「
三
の
宮
屋
形
踊
」
所
載
の
波
半
踊
は
「
船
は
一

番
宝
積
し
候
波
半
船
か
の
面
白
〆
～
」
で
は
じ
ま
る
も
の
で
、
お
そ
ら
く
「
八
幡

船
」
に
関
係
す
る
め
ず
ら
し
い
踊
歌
と
し
て
、
注
意
し
て
お
い
て
よ
い
と
思
う
の
で

付
言
し
て
お
く
）
。

以
上
の
他
弓
喜
惚
踊
」
「
五
色
踊
」
「
つ
ば
く
ろ
踊
」
「
ヲ
か
じ
踊
」
な
ど
が
、
菖
蒲
の
も

㈹
〔
雨
乞
風
流
踊
歌
本
〕
一
冊
整
理
番
号
１
１
節

嘉
永
五
年
書
写
。
一
二
・
五
×
一
七
・
五
。
五
一
丁
。
横
本
。
表
紙
は
あ
る
が
、
外

題
・
内
題
と
も
に
な
し
。
右
標
題
は
仮
題
。
五
一
丁
裏
に
「
嘉
永
五
子
年
首
秋
野
間

村
利
左
之
門
」
と
あ
る
。

本
書
は
、
次
の
踊
歌
か
ら
成
る
。

御
宮
踊
御
神
楽
踊
見
物
踊
八
嶋
踊
小
順
逆
御
船
踊
世
之
中
踊
源

⑧
神
踊
歌
全
一
冊
整
理
番
号
１
１
“

文
久
元
年
書
写
。
二
四
・
五
×
一
六
・
五
。
三
○
丁
。
外
題
「
神
踊
歌
全
」
。
奥
書
に

「
文
久
元
酉
年
八
月
吉
日
一
宮
村
中
分
板
東
氏
」
と
あ
る
。

本
書
は
、
次
の
よ
う
に
四
つ
の
神
社
の
踊
歌
と
し
て
分
け
て
載
せ
て
い
る
。

東
宮
大
黒
踊
三
シ
拍
子
あ
や
竹
踊
雪
花
踊

西
宮
御
所
の
踊
拾
六
拍
子
五
色
の
踊
塩
く
み
踊
し
や
み
し
や
踊
名
古

屋
踊
は
か
た
踊
ま
り
の
踊
松
虫
踊
鎌
倉
踊

與
利
大
明
神
志
度
踊
八
シ
拍
子
つ
わ
く
る
踊
三
シ
拍
子
住
吉
踊

船
戸
し
の
び
踊
八
シ
拍
子
し
ん
く
の
踊
鎌
倉
踊

ほ
ぼ
前
掲
⑧
四
社
神
踊
本
と
同
じ
組
織
・
内
容
を
も
っ
て
い
る
。
阿
波
・
名
東
郡
・

一
宮
村
・
板
東
氏
所
持
の
雨
乞
踊
歌
本
で
あ
る
。

の
と
一
致
す
る
。
な
お
、
和
泉
地
方
雨
乞
風
流
踊
歌
と
の
類
似
も
あ
る
程
度
認
め
ら
醜

れ
ろ
。

本
書
の
「
菖
蒲
邑
」
は
、
阿
波
・
那
賀
郡
・
菖
蒲
村
の
こ
と
で
あ
る
。』



氏
踊
鐘
巻
踊
な
ん
ば
踊
装
束
踊
御
寺
踊
東
踊
信
濃
踊
あ
や
の
踊

神
鼓
踊
近
江
踊
住
吉
踊
花
見
踊
宝
踊
同
歌
帷
子
踊
大
順
逆

こ
れ
ら
の
内
、
忍
頂
寺
文
庫
本
「
伊
賀
地
方
踊
歌
集
』
所
収
の
も
の
と
同
一
の
歌
詞

を
有
す
る
も
の
は
、

御
宮
踊
小
順
逆
源
氏
踊
鐘
巻
踊
信
濃
踊
綾
の
踊
宝
踊
大
順
逆

で
、
近
似
す
る
も
の
と
し
て
は
、

鐘
巻
踊
装
束
踊

が
あ
る
。
同
様
の
こ
と
は
、
上
野
市
・
小
田
・
慶
応
三
年
本
『
雨
乞
踊
歌
」
（
本
田
安

次
著
「
語
り
物
・
風
流
三
所
載
）
と
本
書
と
に
お
い
て
も
言
え
る
。
帷
子
踊
の
分

布
は
広
い
が
、
伊
賀
地
方
内
で
比
較
す
る
な
ら
、
上
野
市
・
猪
田
・
明
治
十
九
年
本

『
踊
歌
」
（
真
鍋
昌
弘
他
翻
刻
。
「
伝
承
文
学
研
究
」
・
記
号
所
載
）
・
帷
子
踊
な
ど
と
近

い
も
の
で
あ
る
。

全
部
の
踊
歌
に
つ
い
て
、
伊
賀
地
方
の
も
の
と
の
対
照
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
ほ

ぼ
「
野
間
村
」
を
、
伊
賀
・
上
野
市
に
あ
る
野
間
と
見
て
お
い
て
よ
い
。

本
書
に
は
、
最
後
の
「
大
順
逆
」
の
あ
と
、
「
ふ
り
う
番
組
」
と
し
て
、
踊
歌
名
を

も
う
一
度
記
し
た
あ
と
、
「
願
ほ
ど
き
番
組
」
と
し
て
、

御
本
社
江
竜
王
江
両
脇
社
江
天
皇
江
両
寺
江
庄
屋
江

の
よ
う
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
踊
歌
を
披
露
す
る
か
を
記
し
て
あ
る
。

２

㈹
雨
請
踊
り
本
一
冊
整
理
番
号
１
１
“

慶
応
三
年
書
写
。
二
三
・
○
×
一
六
・
五
。
一
三
丁
。
外
題
「
雨
請
踊
り
本
」
。
外
題

右
肩
に
「
慶
応
三
年
卯
七
月
」
、
左
下
部
に
「
慶
助
所
持
」
。

本
書
は
、
次
の
踊
歌
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

入
波
打
入
道
引
雨
請
踊
り
か
れ
い
踊
伊
勢
嶋
踊
り
鎌
倉
踊
り
忍
び

踊
ど
も
ん
踊
九
シ
を
ど
り
丹
後
踊
り
と
の
み
踊

入
波
は
、

上
へ
河
ハ
き
し
の
目
白
の
柳
あ
ら
わ
れ
て
や
あ
は
ｊ
～
ノ
ー
ヘ
か
づ
ら
き
ん

の
上
岑
よ
り
雨
が
は
ふ
り
来
り
。
所
も
。
は
ん
じ
や
よ
・
上
国
も
ゆ
た
か
な
り
け

り
や
あ
は
，
Ｉ
Ｉ
Ｊ
、

と
う
た
う
が
、
こ
こ
に
見
え
る
「
葛
城
の
峯
」
は
、
例
え
ば
、

葛
城
山
の
み
山
か
ら
夕
立
ち
は
さ
ん
さ
と
降
り
下
す

葛
城
山
の
黒
雲
は
里
へ
さ
が
れ
ば
夕
立
は
さ
ん
さ
と
降
り
下
す
ｌ
下
略
Ｉ
（
和
泉
・

岸
和
田
・
塔
原
、
葛
城
踊
。
現
地
採
録
）

か
づ
ら
き
の
山
の
た
か
ら
で
の
国
で
壱
シ
の
り
を
ん
の
こ
ま
よ
た
か
ら
ふ
ら

こ
や
な
あ
ら
め
で
た
〆
＼

か
つ
ら
き
山
の
し
や
だ
ん
の
た
く
み
四
方
八
シ
む
ね
う
し
ろ
は
山
よ
谷
を
へ

だ
て
種
か
け
づ
く
り
ノ
ー
Ｉ
下
略
Ｉ
（
和
泉
・
父
鬼
・
橋
本
家
蔵
「
笹
踊
り
音

頭
」
。
大
越
勝
秋
編
「
泉
北
地
方
の
民
謡
集
」
Ｈ
所
載
）

の
ご
と
く
、
特
に
和
泉
地
方
雨
乞
踊
歌
に
お
い
て
頻
繁
に
う
た
わ
れ
る
。

か
れ
い
踊
。
こ
の
題
名
は
各
地
に
見
ら
れ
る
が
、
同
系
の
鐘
鋳
踊
は
、
例
え
ば
和

泉
・
岸
和
田
の
、

一
ば
ん
に
、
此
か
ね
は
Ｉ
、
た
ん
ご
の
国
で
ゐ
た
れ
ど
も
ノ
ー
、
か
ね
に
も
な
ら

ず
か
ね
ノ
ー
、
や
あ
ふ
も
や
、
ゑ
い
た
た
ら
を
、
い
よ
ゑ
い
１
１
，
１
以
下
嚥
子
詞

省
略
Ｉ
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二
ば
ん
に
こ
の
か
ね
を
／
、
や
ま
と
の
国
に
も
ゐ
た
れ
ど
も
な
ら
ず
か
ね

く三
ば
ん
に
此
か
ね
を
ノ
、
か
わ
ち
の
国
に
も
ゐ
た
れ
ど
も
い
た
れ
ど
か
ね

に
も
な
ら
ず
か
ね
ノ
ー

四
ば
ん
に
此
か
ね
を
ノ
ー
い
づ
み
の
国
か
い
づ
か
の
ご
ぼ
う
の
ま
へ
で
い

た
て
た
よ
さ
て
は
ご
ぼ
う
は
め
い
し
よ
か
な
ノ
ー
（
天
保
二
年
書
写
「
神
踊

歌
」
・
鐘
い
踊
）

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ざ
ん
ざ
か
踊
群
で
う
た
わ
れ
る
「
鐘
鋳
踊
」
と
は
ま
た
別

系
統
で
あ
る
。

丹
後
踊
。
清
水
・
八
幡
・
天
王
寺
・
住
吉
・
西
の
宮
な
ど
、
上
方
や
そ
れ
に
近
い

名
所
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。

と
の
み
踊
。
次
に
引
用
す
る
、
和
泉
・
岸
和
田
・
掃
守
郷
・
『
躍
歌
井
太
鼓
ひ
か

ゑ
」
（
『
和
泉
史
料
叢
書
・
雨
乞
編
」
所
収
）
の
「
殿
見
躍
」
と
同
種
で
あ
る
。

殿
へ
参
り
て
御
門
を
見
れ
ば
、
門
は
白
か
ね
と
ぴ
ら
は
こ
が
れ
葺
た
る
瓦
は
板

が
ね
よ
殿
見
お
ど
り
は
一
お
ど
り
ノ
ー

殿
へ
参
り
て
御
庭
を
み
れ
ば
三
尺
ほ
う
し
を
た
す
き
に
か
け
て
、
こ
が
れ
の
枡

で
よ
れ
斗
る
Ｉ
下
略
Ｉ

「
入
波
（
入
端
）
」
と
と
も
に
、
「
打
入
」
も
和
泉
地
方
踊
歌
で
は
し
ば
し
ば
用
い

ら
れ
る
用
語
で
あ
る
。

以
上
に
よ
り
、
本
書
は
、
和
泉
地
方
雨
乞
風
流
踊
歌
本
と
見
て
お
い
て
よ
か
ろ
う
。

な
お
、
「
入
波
」
の
は
じ
め
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
風
流
踊
歌
群
内
で
は
、
「
日
本
歌

謡
集
成
」
・
巻
十
二
所
載
、
和
歌
山
・
有
田
郡
・
雨
乞
踊
歌
・
い
り
は
、

３

⑫
雨
請
踊
歌
一
冊
整
理
番
号
１
１
“

明
治
二
十
年
書
写
。
二
四
・
五
×
一
七
・
○
・
一
五
丁
。
仮
綴
本
。
扉
題
「
雨
請
踊

歌
」
。
扉
題
の
右
に
「
明
治
弐
拾
年
七
月
十
四
日
」
、
左
方
に
「
釜
屋
郡
溝
端
一
至
巳
。

最
終
丁
に
「
本
口
多
紀
郡
・
釜
屋
む
ら
溝
端
宗
吉
」
と
あ
る
。

本
書
は
、
次
の
構
成
を
と
っ
て
い
る
。

道
歌
道
歌
切
住
吉
踊
す
げ
か
さ
踊
肥
後
踊
か
た
ひ
ら
踊
鞍
馬
踊

越
後
踊
中
入
後
の
道
歌
鎌
倉
踊
す
る
が
踊
松
虫
踊
具
足
踊
出
雲
踊

雨
乞
踊

こ
の
内
、
道
歌
切
は
歌
詞
の
記
載
が
な
い
。
多
紀
郡
に
お
け
る
雨
乞
風
流
踊
歌
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
、
兵
庫
県
内
の
他
の
踊
歌
本
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
類
の

踊
歌
が
あ
る
場
合
、
そ
れ
を
一
つ
ず
つ
指
摘
し
て
お
く
。

道
歌
。
三
田
市
・
上
本
庄
・
百
石
踊
・
道
歌
と
同
じ
。

住
吉
踊
。
氷
上
郡
・
柏
原
町
・
新
法
師
踊
・
住
吉
踊
と
同
じ
。

す
げ
か
さ
踊
。
右
掲
百
石
踊
・
菅
笠
踊
に
近
い
。
例
え
ば
、
左
記
の
程
度
で
あ
る
。

’
一
ャ
河
岸
の
コ
ハ
河
岸
の
ハ
ァ
ね
－
り
ろ
の
ハ
ァ
柳
の
よ
ハ
ァ
ァ
ラ
吾
れ
に
実
糾２

に
や
そ
う

が
近
い
用
例
と
な
る
。
ま
た
、

川
ぎ
し
ん
の
ウ
ノ
、
め
し
ろ
の
ウ
柳
よ
あ
ら
わ
れ
て
？
、
い
つ
か
や
あ
君
よ

ま
く
ら
定
め
て
や
よ
や
（
高
知
・
室
戸
市
・
吉
良
川
・
御
田
八
幡
・
田
歌
）

の
他
、
鳥
栖
・
四
阿
屋
神
社
・
御
田
舞
歌
、
信
濃
地
方
・
神
歌
な
ど
に
類
型
が
認
め

ら
れ
る
。



⑬
大
日
本
神
勇
歌
踊
本
一
冊
整
理
番
号
－
１
畑

明
治
初
期
書
写
。
二
四
・
五
×
一
七
・
○
・
二
九
丁
。
仮
綴
本
。
扉
題
「
大
日
本
神

勇
歌
踊
本
」
。
扉
題
の
左
下
方
に
「
桑
野
村
岩
川
所
持
」
と
あ
る
。

本
書
は
、
阿
波
・
那
賀
郡
・
和
食
・
「
大
日
本
神
踊
歌
」
（
浅
野
建
二
著
「
日
本
歌

謡
の
発
生
と
展
開
」
所
収
）
に
見
え
る
踊
歌
と
対
照
さ
せ
て
お
く
。
上
が
本
書
。

菅
は
京
の
中
野
の
小
菅
ノ
、
夜
露
に
打
せ
と
ふ
ま
れ
た
ノ
ー
一
切

糸
は
京
の
し
り
を
か
よ
い
よ
ま
い
と
で
縫
せ
と
好
ま
れ
た
ノ
、
一
切
（
本
書
）

十
七
八
の
や
十
七
八
の
や
好
の
笠
の
菅
を
ば
何
と
や
好
ま
れ
た
ぞ
や
菅
を

ば
京
の
や
善
光
寺
山
の
中
野
の
小
菅
夜
露
に
う
た
せ
と
好
ま
れ
た
菅
笠

踊
り
を
一
踊
り
。

十
七
八
の
や
十
七
八
の
や
好
の
笠
糸
を
ば
何
と
や
好
ま
れ
た
ぞ
や
糸
を
ば
京

の
や
糸
屋
の
娘
十
三
合
せ
と
好
ま
れ
た
好
ま
れ
た
菅
笠
踊
を
一
と
踊
言
石

踊
）

か
た
ひ
ら
踊
。
右
掲
百
石
踊
に
も
帷
子
踊
は
見
え
る
が
、
同
一
の
歌
詞
で
は
な
い
。

越
後
踊
。
「
淀
の
川
瀬
の
水
車
」
「
今
宵
天
満
の
橋
に
寝
て
」
「
佐
渡
と
越
後
は
筋
向

ひ
」
な
ど
の
、
近
世
俗
謡
の
組
み
合
せ
で
あ
る
。

鎌
倉
踊
。
多
可
郡
・
八
千
代
・
千
石
踊
の
帷
子
踊
な
ど
。
い
わ
ゆ
る
一
般
的
な
帷

子
踊
。
姫
路
・
白
国
村
・
雨
乞
踊
の
鎌
倉
踊
も
同
種
。

松
虫
踊
。
右
掲
・
百
石
踊
の
松
虫
踊
が
同
じ
。
た
だ
し
本
書
の
は
そ
の
一
部
分
。

具
足
踊
。
氷
上
郡
・
氷
上
町
・
谷
村
・
新
発
意
踊
の
具
足
踊
な
ど
と
同
類
。

出
雲
踊
。
加
東
部
・
上
鴨
川
・
雨
乞
踊
歌
・
う
わ
な
り
を
ど
り
な
ど
と
同
類
。

（
入
羽
）
ｌ
粉
黍
粉
踊
（
入
羽
）
。
美
の
堅
踊
ｌ
ｌ
美
濃
の
踊
。
美
ご
ろ
踊

ｌ
見
頃
の
踊
。
鎌
倉
踊
１
１
鎌
倉
踊
。
白
金
踊
１
１
白
金
踊
。
つ
ば
黒

踊
１
１
燕
お
ど
り
。
茂
志
こ
踊
１
１
申
子
踊
。
虎
松
踊
１
１
虎
松
踊
。
手

ぬ
ぐ
い
踊
１
１
手
拭
踊
。
恋
の
踊
１
１
恋
の
踊
。
殿
御
踊
ｌ
ｌ
殿
御
踊
。

綾
は
た
踊
ｌ
綾
旗
踊
。
か
た
ひ
ら
踊
１
１
帷
子
踊
。
忍
の
踊
１
１
忍
の
踊
。

白
金
踊
１
１
白
金
踊
。
忍
ひ
の
踊
１
１
真
身
踊
。
御
寺
入
は
１
１
寺
の
入
羽
・

御
寺
踊
。
上
成
踊
ｌ
鋤
踊
後
妻
。
し
だ
ん
Ｉ
し
た
段
踊
・
青
柳
源
太
郎

踊
ｌ
ｌ
源
太
郎
踊
。
伊
勢
嶋
踊
ｌ
ｌ
伊
勢
嶋
踊
。
船
子
踊
１
１
舟
子
踊
。

住
吉
踊
１
１
住
吉
踊
。
相
模
踊
ｌ
ｌ
さ
が
見
踊
。
小
草
の
踊
１
１
小
草
踊
。

鞍
の
踊
１
１
鞍
踊
。
平
野
踊
１
１
平
野
踊
。
扇
虎
松
ｌ
扇
虎
松
。
若
殿

踊
１
１
若
殿
踊
。
宝
の
踊
１
１
宝
の
踊
。
女
良
屋
１
１
女
郎
屋
踊
。
清
月

踊
ｌ
ｌ
清
月
踊
。
坂
東
踊
１
１
板
東
踊
。
寺
の
引
踊
ｌ
ｌ
寺
引
踊
。
お
た

か
踊
ｌ
お
麗
踊
。
引
踊
１
１
宮
引
踊
。

以
上
の
如
く
、
ほ
ぼ
完
全
に
同
種
の
踊
歌
を
伝
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
、

こ
れ
ら
踊
歌
記
載
の
あ
と
、
次
の
踊
場
を
記
し
て
あ
る
。

天
神
様
へ
九
番
ち
ん
じ
う
様
五
番
二
ノ
宮
様
へ
五
ば
ん
寺
へ
五
ば
ん
壱

宮
様
へ
三
ば
ん
庄
屋
二
而
五
は
ん
王
子
権
現
様
へ
七
番
杉
尾
様
へ
五
番

山
神
三
社
へ
三
ば
ん
地
神
水
神
様
三
ば
ん
あ
た
ご
様
七
ば
ん
ぎ
を
ん
様
七

番
八
ま
ん
様
へ
三
は
ん
ひ
た
ち
様
三
ば
ん
ゑ
ん
こ
ふ
様
七
ば
ん
拾
弐
社

権
現
七
ば
ん
□
口
三
ば
ん

本
書
の
「
し
だ
ん
」
の
部
分
で
、
最
後
の
三
行
、

５

ヘ
青
柳
キ
に
付
て
き
た
よ
な
此
丸
を
有
を
餌



側
盆
踊
御
ど
ぼ
ん
一
冊
整
理
番
号
１
１
繩

明
治
一
八
年
書
写
。
二
四
Ｃ
五
×
一
六
・
五
。
一
二
丁
。
仮
綴
本
。
扉
題
「
盆
踊
御

ど
ぼ
ん
」
。
扉
題
の
右
に
「
明
治
拾
八
年
酉
八
月
改
メ
」
、
左
下
に
「
古
川
源
之
助
」

と
あ
る
。

本
書
の
踊
歌
は
、
和
泉
・
岸
和
田
・
明
治
二
年
書
写
「
踊
お
ん
ど
本
」
（
「
和
泉
史

料
叢
書
・
雨
乞
編
」
所
載
）
と
比
較
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
踊
歌
名
及
び
歌
詞

す
べ
て
に
お
い
て
ほ
ぼ
同
一
と
見
て
よ
い
。
た
だ
し
、
本
書
で
は
冒
頭
の
一
群
に
題

名
が
な
い
が
、
「
踊
お
ん
ど
本
」
に
よ
っ
て
、
「
入
端
」
と
あ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
の
歌
詞
の
中
で
、
「
踊
お
ん
ど
本
」
の
三
首
目
が
虫
喰
い
で
判
読
し
が

た
い
部
分
で
あ
る
が
、
本
書
の
、

此
お
ん
ど
の
お
て
ら
が
よ
い
に
尺
八
竹
を
ゑ
て
き
た

を
参
考
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
書
の
極
楽
踊
は
、

ヘ
松
木
に
付
て
き
た
よ
な
此
丸
を

へ
桜
木
に
付
て
き
た
よ
な
此
丸
を

は
、
や
は
り
「
大
日
本
神
踊
歌
」
に
あ
る
よ
う
に
、
「
青
柳
踊
」
を
、
「
し
た
段
踊
」
に
続

い
て
独
立
さ
せ
る
の
が
本
来
で
あ
ろ
う
。
「
青
柳
踊
」
は
、
い
わ
ゆ
る
鞠
の
踊
で
あ
る

か
ら
、
本
書
の
よ
う
に
「
青
柳
」
「
松
木
」
「
桜
木
」
で
終
る
の
は
不
完
全
で
、
「
紅
葉
」

を
う
た
う
行
が
脱
落
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
。
本
書
の
「
此
丸
」
は
「
此
鞠
」
の
靴

で
あ
る
。

「
桑
野
村
」
は
、
阿
波
・
那
賀
郡
・
桑
野
で
あ
る
。

南
無
や
さ
い
ほ
の
ご
く
ら
く
ゑ
ノ
ー
無
常
の
こ
ど
も
が
あ
つ
ま
り
て
さ
い
の

か
わ
ら

の
あ
と
、

ま
つ
は
つ
は
る
の
花
た
つ
る
に
わ
ノ
、
松
と
梅
と
を
た
て
ま
ぜ
て
松
に
あ
ら

し
が
あ
る
と
き
く
や
あ
こ
ち
ろ
ゆ
る
す
な
梅
の
は
な
ｊ
、
下
草
踊
を
お
ど
る

よ
芦
っ

三
月
く
れ
ば
も
狸
の
花
Ｊ
１
し
だ
れ
柳
と
た
て
ま
ぜ
て
や
あ
か
ぜ
に
し
だ
れ

て
お
も
し
る
や
ｌ
下
略
ｌ

と
続
く
。
こ
れ
に
は
明
ら
か
に
歌
詞
の
混
乱
が
あ
る
の
で
、
や
は
り
本
来
は
『
踊
お

ん
ど
本
」
の
、

極
楽
踊

南
無
や
西
ほ
う
極
楽
ヘ
ノ
、
む
ら
の
子
供
が
あ
つ
ま
り
て
あ
い
の
河
原
の
も

の
が
た
り
極
楽
踊
を
ひ
と
お
ふ
ど
り
し
と
お
け
よ
Ｉ
１
１
下
略
ｌ

地
蔵
踊

な
む
や
西
ほ
の
み
だ
に
よ
ら
い
Ｉ
、
一
念
み
だ
を
ね
ん
ず
れ
ば
ぐ
ぜ
い
の
ふ

れ
に
さ
を
さ
し
て
し
る
も
し
ら
ん
も
お
し
な
え
て
浄
土
の
う
て
な
に
い
た
□

せ
□
と
の
お
ん
ち
か
ひ
ｊ
～
ｌ
下
略
Ｉ

下
ぐ
さ
踊

ま
づ
は
っ
松
の
花
を
つ
る
に
は
ノ
ー
松
と
梅
と
が
た
て
ま
ぜ
て
松
あ
ら
し
か

あ
た
と
さ
る
心
ゆ
る
す
な
梅
の
花
下
く
さ
踊
を
し
と
を
ふ
ど
り
し
と
お
ど
る

よ
ノ
ー

の
如
き
構
成
で
あ
ろ
う
。
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み
や
こ
踊
。
「
踊
お
ん
ど
本
」
に
は
歌
詞
が
欠
け
て
い
る
の
で
、
本
書
に
よ
っ
て
、

そ
の
四
連
の
歌
詞
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
。

果
報
踊
。
本
書
に
の
み
記
載
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
極
楽
踊
な
ど
と
同
列
の
も
の
で

あ
る
。「

踊
お
ん
ど
本
」
に
は
、
第
一
丁
目
裏
に
「
明
治
弐
巳
七
月
山
口
福
田
常
右
ヱ
門
」

と
あ
る
様
子
で
、
「
和
泉
史
料
叢
書
」
校
訂
者
・
出
口
神
暁
氏
に
よ
れ
ば
、
「
山
口
」

「
福
田
」
は
姓
名
で
な
く
地
名
で
、
「
山
口
は
岸
和
田
市
の
山
滝
地
区
、
福
田
は
南
掃

守
地
区
」
に
あ
る
。
ま
た
「
こ
の
本
は
八
木
地
区
の
中
井
町
の
元
庄
屋
中
氏
の
所
蔵

本
の
中
の
一
つ
で
、
こ
の
町
の
式
内
社
で
あ
る
夜
疑
神
社
で
の
雨
乞
行
事
の
歌
本
と

思
考
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
本
書
も
同
地
域
の
も
の
と
判
定
し

て
よ
か
ろ
う
。

⑬
風
里
う
踊
本
一
冊
整
理
番
号
１
１
“

寛
政
六
年
書
写
。
二
四
・
八
×
一
七
・
一
・
一
二
丁
。
表
紙
後
装
。
扉
題
「
風
里
う

踊
本
」
。
最
終
丁
表
に
「
右
風
流
踊
之
本
依
小
子
之
恋
望
写
し
置
候
□
口
有
他
見

も
の
之
寛
政
六
年
寅
七
月
日
稲
塚
村
持
主
古
寺
吉
蔵
」
と
あ
る
。

本
書
を
、
丹
波
・
氷
上
郡
・
春
日
町
・
稲
塚
の
風
流
神
踊
、
つ
ま
り
新
発
意
踊
（
喜

多
慶
治
編
「
兵
庫
県
民
俗
芸
能
誌
」
所
載
）
と
対
照
さ
せ
る
と
、
ほ
ぼ
完
全
に
一
致

す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
書
の
「
稲
塚
村
」
は
同
地
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
本
書

に
御
寺
踊
が
欠
け
て
い
る
。
本
書
の
踊
歌
名
を
記
し
て
お
く
。

新
発
意
口
上
初
手
之
拾
弐
口
上

道
歌
願
農
踊
十
九
踊
清
水
踊
善
悪
踊
車
踊
月
見
踊
近
江
踊
燕

踊
忍
踊
祇
園
踊
鐘
鋳
踊
（
以
上
、
ユ
リ
オ
ド
リ
、
カ
エ
シ
オ
ド
リ
、
ヒ
ョ

ウ
シ
オ
ド
リ
の
注
記
が
あ
る
）

こ
の
内
「
善
悪
踊
」
と
い
う
の
は
、
稲
塚
と
、
同
じ
く
春
日
町
の
野
村
と
に
伝
承

し
て
い
る
も
の
で
、

ザ
ン
ホ
ロ
〆
、
ソ
ッ
ｊ
、
ウ
向
ひ
な
川
原
に
布
ふ
む
女
子
イ
ョ
善
悪
足
じ
ろ

手
じ
ろ
に
眉
く
る
に
目
ぽ
そ
イ
ョ
ぜ
ん
あ
く
あ
れ
こ
そ
人
の
イ
ョ
殿
御
ね
と
る

よ
ノ
フ
ヲ
、
善
悪
ノ
、
ソ
ッ
ソ
ー
ソ
レ
ソ
ラ
ン
ノ
ー
ソ
ソ

足
手
が
白
イ
と
て
殿
と
る
な
ら
ば
イ
ョ
ぜ
ん
あ
く
皆
女
郎
達
ハ
ィ
ョ
と
の
子
ね

と
り
か
ノ
フ
ヲ
、
ぜ
ん
あ
く
ソ
ッ
ソ
ッ
ソ
レ
ソ
／
、
ｌ
下
略
ｌ

の
よ
う
に
う
た
わ
れ
る
。
「
ぜ
ん
あ
く
」
又
は
「
ぜ
ん
な
く
」
が
雛
子
詞
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
「
田
植
草
紙
」
・
認
番

へ
か
さ
の
け
し
や
う
は
せ
ん
な
く
か
さ
り
ま
ゐ
ら
せ
う

に
あ
わ
せ
て
注
意
さ
れ
る
。
『
田
植
草
紙
」
と
の
関
係
で
は
、
「
髪
け
づ
り
け
は
い
化
粧

せ
よ
」
（
十
九
踊
）
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。

㈹
雫
謡
一
冊
整
理
番
号
１
１
噸

江
戸
末
期
書
写
。
二
六
・
○
×
一
八
・
○
・
一
○
丁
。
仮
綴
本
。
扉
題
「
雫
謡
」
。

本
書
は
、
は
じ
め
に
「
雫
次
第
踊
」
と
し
て
、
祭
場
・
楽
器
・
装
束
な
ど
の
説
明

が
あ
っ
て
、
次
に
以
下
の
踊
歌
を
続
け
て
い
る
。

西
の
時
雨
沖
の
黒
藻
笹
の
五
郎
兵
衛
露
の
巣
ご
も
り
正
右
衛
門
扇
の

地
紙
雨
の
踊
四
季
の
踊
花
の
を
ど
り
豊
後
踊
五
嶋
踊
新
宮
踊
米

や
踊
御
茶
場
踊
出
雲
踊
天
竺
踊
忍
ひ
の
踊
尾
張
踊
若
狭
踊
御
麗
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㈹
雨
乞
踊
歌
集
一
冊
整
理
番
号
１
１
細

文
化
十
一
年
書
写
。
二
四
・
四
×
一
八
・
八
。
一
二
丁
。
表
紙
後
装
。
扉
題
「
雨
乞

踊
歌
集
」
。
扉
題
の
右
肩
に
「
文
化
十
一
年
」
、
左
に
「
伐
六
月
笹
踊
」
。
最
終
丁
裏

に
「
天
保
十
年
文
治
」
、
二
○
丁
目
裏
に
「
古
山
安
場
村
文
治
」
と
あ
る
。

古
山
・
安
場
村
は
、
伊
賀
・
名
賀
郡
・
古
山
・
安
場
村
（
上
野
市
・
古
山
）
を
指

す
。
こ
れ
に
最
も
近
い
踊
歌
本
と
し
て
、
上
野
市
・
猪
田
・
雨
乞
風
流
踊
歌
本
（
真

鍋
昌
弘
他
翻
刻
。
『
伝
承
文
学
研
究
」
・
配
号
所
載
。
同
一
系
統
の
、
明
治
九
年
本
、

明
治
一
九
年
本
・
明
治
三
三
年
本
の
三
種
）
が
あ
る
が
、
御
宮
踊
、
大
順
や
く
、
大

順
や
九
、
小
順
や
く
、
御
殿
踊
、
草
木
踊
、
山
伏
踊
、
御
に
わ
踊
な
ど
で
同
種
の
歌

「
扇
の
地
紙
」
の
五
種
の
俗
謡
を
哩

ろ
う
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
ど
の
地
そ

き
な
い
。
右
に
述
べ
た
と
こ
ろ
か
参

流
踊
歌
本
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

踊
恋
の
踊
稲
踊
千
松
踊
六
角
踊
船
の
踊
稲
葉
踊
御
屋
形
踊

右
の
踊
歌
の
内
、
「
六
角
踊
」
は
、
播
磨
・
宍
粟
郡
・
チ
ャ
ン
チ
ャ
コ
踊
の
一
種
、

八
月
踊
（
千
種
町
）
の
「
六
角
踊
」
で
、
「
あ
ふ
み
の
国
の
六
角
殿
か
ら
」
と
う
た
う

と
こ
ろ
と
関
連
を
も
た
せ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
「
雨
の
踊
」
は
中
程
に
「
比
田
の
横

田
の
若
苗
を
し
よ
ぼ
り
ノ
ー
と
植
置
て
又
く
る
嫁
に
か
ら
し
や
し
や
ふ
」
の
よ

う
に
、
「
飛
騨
踊
」
の
歌
詞
を
用
い
て
い
る
が
、
同
様
の
も
の
は
、
兵
庫
・
加
東
郡
・

南
条
町
・
秋
津
住
吉
神
社
・
百
石
踊
の
「
雨
の
踊
」
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
。

「
西
の
時
雨
」
「
沖
の
黒
藻
」
「
笹
の
五
郎
兵
衛
」
「
露
の
巣
ご
も
り
」
「
正
右
衛
門
」

「
扇
の
地
紙
」
の
五
種
の
俗
謡
を
は
じ
め
に
お
い
て
い
る
の
が
、
本
書
の
特
色
で
あ

ろ
う
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
ど
の
地
方
の
踊
歌
本
で
あ
る
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
右
に
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
し
て
、
一
つ
の
推
量
は
、
播
磨
地
方
の
雨
乞
風

⑱
踊
本
企
催
手
本
一
冊
整
理
番
号
ｌ
ｌ
朗

明
治
初
期
書
写
。
二
三
・
五
×
一
五
・
八
。
三
○
丁
。
外
題
「
踊
本
企
催
手
本
」
。

表
紙
裏
面
に
「
京
都
府
山
城
國
相
楽
郡
大
字
原
山
久
保
氏
用
當
裏
表
紙
に
「
大
字
原

山
久
保
喜
之
介
用
」
と
あ
る
。

本
書
は
、
山
城
・
相
楽
郡
・
原
山
に
伝
承
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
京

都
府
と
あ
る
か
ら
、
明
治
に
は
い
っ
て
か
ら
の
書
写
本
で
あ
ろ
う
。
次
の
よ
う
な
踊

歌
が
所
載
さ
れ
て
い
る
。

桜
の
踊
花
の
踊
大
し
ゅ
ん
役
御
庭
之
踊
御
寺
踊
同
踊
倦
文
い
ぐ
さ

を
ど
り
丑
若
を
ど
り
う
ぐ
い
す
踊
う
し
と
の
踊
こ
ふ
か
け
踊
名
し
よ

（
マ
マ
）

を
ど
り
忍
の
び
踊
若
衆
踊
あ
ま
こ
い
を
と
り
か
ね
ま
き
を
ど
り
雪
う

が
見
え
る
。
本
書
は
こ
の
他
に
、
い
く
さ
お
ど
り
、
子
そ
く
踊
、
長
者
踊
、
馬
屋
踊

を
所
収
し
て
い
る
。

な
お
、
本
書
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
踊
歌
の
テ
ー
マ
と
は
ま
た
別
に
、

天
じ
く
の
雨
ず
川
に
水
が
の
ふ
て
里
に
立
く
ん
て
雨
を
ふ
ら
す
是
ま
で
（
御
宮

踊
）を

や
里
に
雨
が
ふ
る
や
ら
く
ら
と
な
る
お
い
と
ま
も
し
て
い
ざ
か
い
ろ
（
小
順

や
く
）

お
ん
ど
る
若
中
の
め
し
た
る
笠
ハ
ひ
で
り
笠
か
雨
が
さ
ハ
伊
せ
雨
笠
お
か
い

よ
せ
て
．
ｒ
、
（
長
者
踊
）

な
ど
の
歌
詞
が
、
雨
乞
の
呪
詞
と
し
て
の
役
割
り
を
は
た
し
て
い
る
と
理
解
せ
ら
れ

て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

＝
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ち
を
ど
り
大
神
様
こ
れ
よ
り
新
踊
か
ま
く
ら
を
ど
り

な
お
、
「
大
神
様
」
は
「
大
臣
様
」
で
、
百
合
若
大
臣
伝
説
を
う
た
っ
て
い
る
。
ち
な

み
に
「
大
臣
踊
」
に
は
、
本
書
以
外
で
、
次
の
用
例
が
あ
る
。

阿
波
・
那
賀
郡
・
大
臣
踊
（
「
浬
謡
集
」
所
載
）

阿
波
・
勝
浦
郡
・
大
臣
踊
（
同
）

山
城
・
久
多
・
『
花
笠
踊
本
雪
踊
番
附
六
拾
壱
番
」
・
船
か
た
、
大
臣
、
ゆ
り
若
踊

（
『
藝
能
史
研
究
」
・
如
号
虹
号
。
徳
江
元
正
氏
翻
刻
）

山
城
・
相
楽
郡
・
「
山
城
国
踊
歌
九
番
」
・
大
臣
踊
（
浅
野
建
二
著
「
日
本
歌
謡
の

発
生
と
展
開
』
所
収
）

丹
後
・
舞
鶴
・
田
井
氏
神
祭
礼
踊
歌
・
鷹
の
踊
（
「
舞
鶴
市
史
」
所
載
）

伊
賀
・
阿
山
郡
・
島
ケ
原
村
上
村
・
雨
乞
踊
歌
・
大
臣
踊
二
続
日
本
歌
謡
集

成
』
・
巻
四
所
載
）

こ
れ
ら
の
内
、
物
語
の
大
詰
（
苔
丸
が
弓
の
競
技
で
正
体
を
あ
ら
わ
す
と
こ
ろ
）
を

う
た
う
の
は
、
本
書
と
「
山
城
国
踊
歌
九
番
」
の
大
臣
踊
と
阿
山
郡
の
大
臣
踊
で
あ

る
。
い
ま
三
者
を
対
照
さ
せ
て
お
く
。
な
お
、
大
臣
踊
に
つ
い
て
は
、
真
鍋
昌
弘

「
風
流
踊
歌
覚
書
・
下
」
〈
「
立
命
館
文
学
」
・
三
七
九
・
三
八
○
・
三
八
一
合
併
号
〉

に
も
ふ
れ
て
い
る
。

本
書

（
マ
マ
）

弓
が
は
じ
ま
つ
ま
と

が
な
い
、
さ
や
こ
け
ま

る
、
矢
と
る
弓
に
ご
な

ん
わ
れ
そ
う
Ｉ
～

山
城
国
踊
歌
九
番

弓
が
始
ま
る
的
が

た
ち
、
さ
ら
ば
苔
丸

矢
お
取
ら
し
よ
、
大

臣
踊
は
一
踊
ノ
ー

阿
山
郡
・
風
流
歌

弓
が
初
ま
る
的
が
有
、
い
ざ
や

苔
丸
矢
を
取
ら
し
や
ふ
、
弓
に
御

な
ん
の
い
わ
れ
ぞ
ふ
ヤ
ァ
ノ
、

大
臣
踊
は
一
踊
、
其
処
な
者
の

ま
と
わ
け
ら
れ
て
矢

つ
ち
を
こ
ゑ
て
、
弓
の

わ
る
さ
よ
い
よ
の
わ
る

さ
よ
、
取
立
弓
を
な
げ

は
り
て
、
弓
に
ご
な
ん

い
わ
れ
そ
う
／
～

た
い
じ
ん
ど
の
も
ご

じ
ん
の
と
き
の
、
く
ろ

が
ね
弓
が
て
ん
に
か
畠

り
て
あ
る
ほ
ど
に
、
そ

れ
ヲ
だ
し
て
い
せ
て
見

よ
、
こ
の
よ
な
弓
を
い

る
と
き
わ
、
よ
う
い
が

の
て
わ
い
ら
ま
い
、
弓

に
ご
な
ん
わ
い
わ
れ
そ

た
い
ら
ん
と
の
』
ご

じ
ん
の
と
き
の
、
を
ど

し
の
よ
ろ
い
が
あ
る
ほ

ど
に
、
そ
れ
を
だ
シ
て

い
せ
て
見
よ
、
弓
に
ご

な
ん
ハ
い
わ
れ
そ
う

声
フ
ノ
ｆ
、

其
処
な
物
の
押
手

の
恵
さ
よ
、
其
処
な

者
引
手
の
悪
さ
よ
、

ゆ
め
に
こ
な
ん
と
じ

や
り
し
や
う
、
大
臣

踊
は
一
踊
ノ
ー

大
臣
の
御
陣
の
と

う
、
緋
鍼
鎧
が
御
殿

に
篭
め
て
あ
る
お
と

に
、
其
れ
取
出
し
て

著
せ
て
み
し
よ
、
大

臣
踊
は
一
踊
ノ
、

大
臣
殿
御
陣
の
と

う
、
鉄
弓
が
御
殿
に

篭
め
て
あ
る
ほ
ど
に
、

其
れ
取
出
し
て
射
せ

て
み
し
よ
、
大
臣
踊

は
一
踊
ノ
ー

十
三
束
に
五
人
張
、

執
っ
て
搦
め
て
追
つ

番
ひ
、
大
臣
踊
一
踊

〈

弓
手
の
悪
さ
、
髪
な
者
の
引
手
の

悪
さ
、
弓
に
御
難
の
い
わ
れ
ぞ
ふ

ヤ
ア
ノ
ｒ
、

大
臣
踊
は
一
踊
、
白
銀
弓
の
え

は
り
未
張
ふ
た
よ
に
、
ふ
た
よ
に

成
ほ
ど
ひ
か
れ
ぞ
、
弓
に
御
難

の
い
わ
れ
ぞ
う
ヤ
ァ
ノ
、

大
臣
踊
は
一
踊
、
鎮
弓
が
御
殿

に
寵
め
て
有
る
ほ
ど
に
、
そ
れ
と

ん
だ
し
て
討
せ
て
見
せ
ふ
、
弓
に

御
難
の
い
わ
れ
ぞ
う
ヤ
ァ
ノ
ー

大
臣
踊
は
一
踊
、
十
三
束
に
五

人
張
と
よ
、
此
よ
ふ
な
弓
は
只
と

引
か
れ
ぬ
、
鎧
が
の
ふ
て
は
引
か

れ
ぬ
、
弓
に
御
難
の
い
わ
れ
ぞ
う

ヤ
ア
ノ
ｆ
、

大
臣
踊
は
一
踊
Ｉ
、
、
大
臣
殿

の
御
陣
の
時
の
、
緋
鍼
鎧
が
御
殿

に
籠
有
ほ
ど
に
、
そ
れ
と
ん
だ
し

て
、
射
せ
て
見
し
や
ふ
、
弓
に
御

難
の
い
わ
れ
ぞ
う
ヤ
ア
ノ
ー

己
を
ば
誰
ぞ
と
お
も
や
る
ぞ
う
、
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㈱
阿
波
踊
一
冊
整
理
番
号
－
１
剛

江
戸
末
期
書
写
。
二
四
・
○
×
一
六
・
三
。
四
五
丁
。
仮
綴
本
。
扉
題
「
阿
波
踊
」
。

本
書
は
、
次
の
踊
歌
を
所
収
す
る
。

今
ヱ

恋
の
踊
ひ
ん
ら
踊
女
郎
や
踊
鞠
踊
ほ
そ
い
の
踊
鎌
倉
の
入
は
お
に

は
踊
鎌
倉
踊
牛
若
踊
糸
屋
踊
恋
の
踊
お
若
衆
踊
と
も
ゑ
つ
く
し

あ
い
引
踊
き
の
う
ち
踊
せ
い
月
踊
と
ら
松
踊
黒
き
物
踊
関
東
踊
し

た
れ
柳
入
は
か
う
ら
い
踊
手
拭
踊
し
う
と
め
踊
伊
勢
嶋
踊
入
り
は
船

子
入
れ
は
踊
町
屋
踊

右
の
各
踊
歌
の
内
、
前
掲
ｍ
の
「
神
踊
歌
本
」
（
阿
波
・
那
賀
郡
）
所
収
踊
歌
と
一

致
す
る
の
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
カ
ッ
コ
内
は
神
踊
歌
本
の
方
の
題
）
・

恋
の
踊
（
同
）
ひ
ん
ら
踊
（
平
野
踊
）
女
郎
や
踊
（
女
郎
屋
踊
）
ほ
そ
い

の
踊
（
帷
子
踊
）
鎌
倉
の
入
は
（
い
れ
は
踊
）
お
に
は
踊
（
小
草
踊
）
糸

屋
踊
（
源
太
郎
踊
）
お
若
衆
踊
（
同
）
せ
い
月
踊
（
情
月
踊
）
と
ら
松
踊

（
扇
虎
松
踊
）
手
拭
踊
（
同
）
伊
勢
島
踊
入
り
は
（
伊
勢
島
踊
）
船
子
入

れ
は
踊
（
船
子
踊
）

さ
ら
に
側
の
『
大
日
本
神
勇
歌
踊
本
」
（
阿
波
・
那
賀
郡
）
所
収
歌
と
一
致
す
る
も
の

わ
れ
を
た
れ
と
も
お

も
う
わ
れ
し
そ
、
弓
わ

が
大
ぢ
ん
よ
＃
、
、
大

神
踊
ハ
是
迄

〈

は若候
是大よ己
迄臣 、を
よ よ己ば

く天皇書
臣百思
踊合ひ

己
を
ば
誰
ぞ
と
思
ひ
を
ろ
ぞ
ふ
、

己
こ
そ
大
臣
百
合
若
よ
、
大
臣
踊

は
是
迄
よ
ノ
ー

塩名屋
く 山形
みお踊
おと

と り
り

下
草
踊

御
田
踊

鴬
踊

連
け
や
く

剛
下
草
踊
音
頭
本
一
冊
整
理
番
号
１
１
兜

文
化
九
年
書
写
。
二
四
・
○
×
一
六
・
五
。
一
六
丁
。
仮
綴
本
。
扉
題
「
下
草
踊
音

頭
本
」
。
最
終
丁
表
に
「
文
化
九
年
申
正
月
吉
日
深
尾
恒
松
」
と
あ
る
。

次
に
本
書
の
踊
歌
（
上
段
）
を
示
し
、
河
内
に
お
け
る
雨
乞
風
流
踊
歌
の
善
本
、

す
な
わ
ち
、
貞
享
二
年
書
写
「
河
州
三
之
宮
大
明
神
踊
歌
室
Ａ
・
枚
方
市
史
編
纂
室

保
管
）
、
小
崎
伝
一
氏
蔵
『
三
之
宮
踊
歌
」
（
Ｂ
・
『
津
田
史
」
所
載
）
、
寛
政
三
年
書
写

『
拍
子
踊
拾
七
番
記
」
（
Ｃ
・
河
内
・
星
田
・
西
井
長
和
氏
蔵
ゞ
弘
化
三
年
書
写
「
拍

子
踊
音
歌
」
（
Ｄ
・
河
内
・
交
野
・
久
保
田
与
十
郎
氏
蔵
。
『
伝
承
文
学
研
究
』
・
溺
号

所
載
。
真
鍋
昌
弘
翻
刻
）
な
ど
に
見
え
る
踊
歌
で
同
種
の
も
の
を
添
加
し
（
中
段
）
、

そ
れ
ら
に
う
た
わ
れ
て
い
る
地
名
等
を
も
参
考
に
引
き
出
し
て
お
く
（
下
段
）
。

が
八
例
あ
る
。
本
書
の
題
目
も
「
阿
波
踊
」
で
あ
る
。

本
書
は
、
阿
波
の
風
流
踊
歌
本
で
、
よ
り
限
定
す
る
な
ら
那
賀
郡
伝
承
の
も
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

塩
汲
（
Ｃ
）

屋
形
（
Ａ
、
Ｃ
）

御
田
（
Ａ
、
Ｂ
）

鴬
（
Ｃ
）

連
雀
（
Ａ
、
Ｄ
）

ひ
ょ
う
こ
の
う
ら
は
ま
。
明
石
の
う
ら
浜
。

さ
つ
ま
。
大
阪
の
町
。
山
崎
町
、
八
幡
の

町
。
都
の
町
。
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ふ
つ
き
お
と
り

御
寺
踊

商忍ひ花糸
ひひむのよ
おお田お り
と とおとお

り り と り と
り り

恋
の
お
と
り

恋
（
Ａ
）

屋
形
踊
打
入
口
上

「
下
草
踊
」
は
、
和
泉
地
方
に
も
確
認
で
き
る
。
地
名
も
ほ
ぼ
上
方
の
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

本
書
は
、
ま
ず
河
内
（
北
部
）
に
伝
承
し
た
踊
歌
の
書
留
で
は
な
い
か
と
推
定
で

苫
一
己
ヲ
つ
。

剛
踊
歌
之
寓
附
一
冊
整
理
番
号
１
１
唖

文
久
元
年
書
写
。
二
四
・
六
×
一
七
・
三
。
一
四
丁
。
仮
綴
本
。
扉
題
「
踊
歌
之
嶌

附
」
。
扉
題
の
右
に
「
文
久
元
年
辛
酉
ノ
年
写
之
」
、
左
に
「
誠
出
小
場
」
「
橘
主
岩
印
」

と
あ
る
。

富
貴
（
Ｂ
）

お
寺
（
Ａ
、
Ｃ
）

飛
騨
（
Ａ
、
Ｄ
）

忍
び
（
Ａ
、
Ｄ
）

商
（
Ａ
、
Ｂ
）

糸
寄
（
Ａ
、
Ｂ
）

わ
か
さ
の
浦
浜
。
さ
か
い
の
う
ら
は
ま
。

大
阪
の
う
ら
は
ま
。

根
来
寺
。
粉
川
寺
。
惣
達
又
は
宗
善
寺
。

八
幡
の
山
。
清
水
寺

小
原
。
吉
野
。
清
水
。
北
野
。
鞍
馬
。

伏
見
の
町
筋
。
さ
か
い
の
町
筋
。
大
和
の

国
。

本
書
は
次
の
踊
歌
を
所
収
す
る
。

大
宮
踊
日
本
踊
高
砂
踊
鞠
の
踊
坂
本
踊
近
江
踊
大
坂
踊
花
見
踊

国
本
踊
駒
引
踊
神
霊
踊
所
望
踊
小
順
逆
大
順
逆

陣
役
踊
を
含
む
踊
歌
の
系
統
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
れ
ら
踊
歌
の
中
で
、
例

え
ば
大
坂
踊
・
花
見
踊
・
鞠
の
踊
・
駒
引
踊
な
ど
は
、
近
江
（
甲
賀
地
方
他
）
の
踊

歌
と
同
一
系
統
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
一
例
と
し
て
大
坂
踊
の
み
を
引
用
す

つ
（
》
◎

大
坂
殿
へ
参
り
て
見
れ
ば
七
つ
の
隈
に
矢
倉
を
上
ゲ
テ
先
ツ
ハ
見
事
な
御
山
城

東
の
矢
倉
ヱ
上
り
て
見
れ
ば
信
野
境
が
一
目
に
見
へ
る
先
ツ
ハ
見
事
な
御
山
哉

（
本
書
）

あ
が

大
阪
殿
へ
参
り
て
見
れ
ば
セ
ツ
の
口
に
櫓
を
立
て
畠

東
の
櫓
へ
上
り
て
見
れ
ば
参
り
下
向
は
や
り
揃
ふ
は
や
淀
川
へ
舟
が
着
く
（
甲

賀
・
油
日
・
雨
乞
踊
歌
）

近
江
踊
は
、
近
江
八
景
を
う
た
い
込
ん
だ
も
の
。
本
書
を
甲
賀
地
方
の
も
の
と
見
る

こ
と
戦
〕
で
き
る
。

”
〔
雨
乞
風
流
踊
本
〕
一
冊
整
理
番
号
１
１
畑

江
戸
末
期
書
写
。
二
○
・
○
×
一
四
・
○
・
四
六
丁
。
表
紙
後
装
。
内
題
外
題
と
も

に
な
し
。
た
だ
し
目
次
の
最
初
に
「
踊
目
録
」
と
あ
る
。

本
書
は
、
次
の
踊
歌
を
含
む
。

伊
勢
島
踊
御
宮
踊
参
宮
踊
御
殿
踊
信
濃
踊
花
見
踊
愛
宕
踊
鋤
踊

佐
渡
島
踊
取
引
踊
軍
踊
今
川
踊
榎
踊
鞠
蹴
踊
鈴
木
踊
境
踊
鐘
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働
山
城
踊
く
ど
き
一
冊
未
整
理

天
保
四
年
書
写
。
一
二
・
五
×
一
四
・
三
。
一
九
丁
。
仮
綴
本
。
扉
題
「
山
城
踊
く

ど
き
」
。
扉
題
の
右
に
「
天
保
四
巳
九
月
吉
良
日
」
。
一
八
丁
目
裏
に
「
天
保
四
巳
九

月
九
日
」
「
踊
拾
四
番
」
「
上
古
沢
村
伊
兵
衛
」
。
一
九
丁
目
裏
に
も
「
上
古
沢
村

伊
兵
衛
」
。
な
お
こ
の
本
を
包
む
ボ
ー
ル
紙
カ
バ
ー
に
「
紀
州
踊
拾
四
番
」
と
あ
る
。

こ
の
「
上
古
沢
村
」
は
、
す
で
に
「
全
国
風
流
踊
り
歌
一
覧
」
（
「
民
俗
芸
能
』
“
・

“
合
併
号
）
で
山
路
興
造
氏
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
和
歌
山
・
伊
都
郡
・
九
度
山
町
・

上
古
沢
の
こ
と
で
あ
る
。

鋳
踊
具
足
踊
所
望
踊
加
賀
踊
順
礼
踊
鐘
巻
踊
小
陣
役
大
陣
役

踊
歌
記
載
の
あ
と
、
拍
子
附
と
し
て
太
鼓
の
口
調
子
が
見
え
る
。

陣
役
踊
を
加
え
る
風
流
踊
歌
群
の
一
端
で
あ
る
。
前
掲
側
の
無
題
本
〔
雨
乞
風
流

踊
歌
本
頁
陣
役
踊
を
含
む
）
と
対
照
さ
せ
る
と
、
内
容
・
題
名
と
も
に
共
通
す
る
も

の
は
、御

宮
踊
信
濃
踊
小
陣
役
大
陣
役

で
あ
る
。
「
榎
踊
」
は
、
甲
賀
・
多
羅
尾
村
・
太
鼓
踊
に
見
え
、
「
境
踊
」
も
甲
賀
・
草

津
市
・
渋
川
・
花
踊
の
中
に
見
え
る
。
た
だ
し
、
「
鈴
木
踊
」
は
、
ざ
ん
ざ
か
踊
系
に

伝
承
す
る
「
寿
々
木
踊
」
に
比
較
的
近
い
と
言
え
よ
う
。

伝
承
地
を
決
定
し
難
い
が
、
伊
賀
又
は
甲
賀
地
方
が
推
定
さ
れ
る
。

所
収
踊
歌
は
、

伊
勢
湊
御
小

倉
踊
坂
本
辱 御

山
伏
蔓
り

坂
本
踊
西
国
踊

蔓
り
踊
花
見
踊
鶉
踊
綾
踊
松
虫
踊
鐘
巻
踊
浅

坂
本
踊
。
こ
れ
は
、

サ
ア
さ
か
も
と
の
サ
ア
む
ろ
や
が
む
す
め
わ
サ
ア
じ
う
じ
が
い
け
い
サ
ア

よ
め
り
と
や
サ
ア
ｒ
、

サ
ァ
い
け
も
を
り
よ
サ
ァ
わ
が
子
を
か
や
せ
サ
ア
じ
う
じ
が
い
け
の
サ
ア

い
け
も
り
り
よ
サ
ア
ノ
ー
ー
（
下
略
）

と
続
い
て
ゆ
く
も
の
で
、
『
日
本
歌
謡
集
成
」
・
巻
十
二
に
よ
る
と
、
和
歌
山
・
那
賀

郡
、
及
び
有
田
郡
に
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
一
方
で
は
、
田
植
歌
と
し
て
、

阪
本
の
む
ろ
や
の
娘
じ
ゅ
／
～
が
池
へ
嫁
入
り
…
：
（
「
紀
州
文
化
研
究
」
・
２
巻
３
号
）

が
伝
承
し
て
い
る
。
語
り
ぐ
さ
を
ふ
ま
え
て
い
る
。

綾
踊
。
和
歌
山
・
高
野
口
町
・
嵯
峨
谷
神
踊
の
「
綾
踊
」
と
同
一
で
あ
る
。

漫
踊
。
同
種
の
っ
わ
り
踊
は
、
有
田
郡
あ
る
い
は
河
内
の
風
流
踊
歌
の
中
に
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

鶉
踊
。

い
よ
を
う
す
ら
の
め
い
し
よ
わ
ど
こ
ノ
ー
よ
い
ち
に
と
り
て
わ
み
や
こ
へ
ん
よ

み
や
こ
へ
ん
で
わ
ふ
か
く
さ
の
お
よ
ふ
か
く
さ
の
に
こ
そ
う
す
ら
あ
る
も
の

い
ざ
さ
ら
こ
Ｌ
ら
で
鶉
つ
こ
よ
を
ね
を
き
け
ば
ね
わ
い
ち
も
つ
み
ざ
さ
ら
こ

あ
ら
で
う
す
ら
つ
こ
ノ
ー

と
う
た
わ
れ
て
い
る
が
、
同
種
は
、
例
え
ば
、
河
内
・
雁
多
尾
畑
村
の
三
ケ
村
定

り
之
踊
歌
」
・
う
づ
ら
踊
（
「
柏
原
町
史
』
所
載
）
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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か
ら
成
る
。
そ
の
伝
承
地
を
右
の
如
く
決
定
し
難
い
・
四
季
踊
の
一
部
分
は
、
和
泉
．

岸
和
田
『
掃
守
郷
藤
井
村
神
踊
覚
書
」
・
四
季
踊
に
類
型
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
夏
と
冬
の
二
箇
所
を
左
に
引
用
す
る
。
幸
若
・
「
八
嶋
」
、
赤
木
文
庫
本
「
し

や
う
る
り
御
せ
ん
物
語
』
館
讃
め
の
一
部
分
と
も
関
係
す
る
。
上
段
は
本
書
。

南
を
な
っ
に
も
打
見
れ
ハ
ノ
ー
す
南
は
夏
か
と
う
ち
み
え
る
す
あ
た
か

山
に
い
け
を
ほ
ら
し
つ
狸
い
け
の
中
池
を
ほ
ら
し
つ
つ
池
の
中
に
は
蓬
莱

に
ハ
ほ
う
ら
い
ほ
じ
ゆ
か
い
□
し
よ
と
王
が
ゑ
ん
し
ゆ
を
立
て
三
の
島
を
つ

て
鴫
か
ら
六
り
の
か
よ
い
に
ハ
か
か
せ
つ
つ
島
よ
り
陸
路
の
通
ひ
み
ち

ね
の
そ
れ
橋
し
よ
か
け
さ
し
て
橋
の
か
ね
の
か
ら
は
し
掛
け
さ
せ
て
は
し

下
に
は
う
ら
嶋
太
郎
を
が
つ
り
の
ふ
ね
下
に
は
浦
島
太
郎
が
つ
り
の
ふ
れ
五

五
し
き
□
□
□
□
っ
な
か
し
け
れ
ば
色
の
い
と
で
つ
な
が
せ
さ
せ
れ
ば
い

い
つ
も
な
つ
か
と
打
見
れ
（
〆
、
四
つ
も
夏
か
と
打
み
え
る

季
の
踊
ハ
ー
踊
り
〆
～

北
を
ふ
ゆ
に
も
打
見
れ
ハ
ノ
、
す
北
は
冬
か
と
う
ち
み
え
る
四
方
の

み
や
き
を
き
な
が
す
み
を
や
く
す
み
千
草
も
冬
か
れ
で
炭
や
き
翁
が
す
み

が
ま
よ
り
け
ふ
り
か
立
ハ
い
つ
も
ふ
ゆ
を
や
く
炭
や
き
窯
の
炉
が
立
て
ば

例
踊
覚
帳
一
冊
未
整
理

寛
政
一
○
年
書
写
。
二
四
・
五
×
一
七
・
三
。
五
丁
。
外
題
「
踊
覚
帳
」
。
外
題
の
右

肩
に
「
寛
政
拾
年
罠
左
方
に
「
巳
未
ノ
七
月
吉
日
」
と
あ
る
。
な
お
こ
の
本
を
包
む

ボ
ー
ル
紙
カ
バ
ー
に
「
踊
覚
帳
大
和
十
津
川
」
と
あ
る
。

本
書
は
、

入
は
う
た
御
寺
踊
四
季
踊

鯛
雨
乞
踊
歌
・
同
女
郎
踊
歌
一
冊
未
整
理

安
政
三
年
書
写
。
二
四
・
五
×
一
七
・
○
・
二
丁
。
外
題
「
雨
乞
踊
歌
・
同
女
郎

踊
歌
」
。
表
紙
外
題
の
右
肩
に
「
安
政
三
」
、
左
に
「
辰
七
月
」
「
常
助
」
と
あ
る
。

本
書
は
次
の
踊
歌
か
ら
成
る
。

い
り
は
恋
の
お
と
り
若
衆
踊
お
竹
踊
女
郎
踊
い
り
は
阿
祢
子
踊
豊

後
踊
才
歌
お
と
り

こ
の
内
「
阿
祢
子
踊
」
は
、
次
の
よ
う
に
う
た
わ
れ
る
も
の
で
、
例
え
ば
、
天
理

図
書
館
本
「
お
と
り
」
な
ど
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
女
歌
舞
伎
踊
歌
の
「
や
弾
こ
踊
」

の
歌
詞
を
伝
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

△
お
ほ
ろ
月
夜
の
や
山
の
は
に
ン
ノ
ー
ノ
、
ノ
、
ヒ
イ
ャ
ノ
、
名
ご
れ
お
し
や
つ

れ
な
や
歌
尻
ン
ノ
ー
ノ
、
ノ
ー

ハ
ラ
ー
Ｉ
、
ホ
ロ
ｊ
ｆ
ｌ
ハ
ラ
ト
イ
ウ
テ
タ
ガ
ナ
ミ
ダ
ゾ
ロ
ム
ラ
サ
メ
ハ
ァ
ら
八
十
七

シ
三
ノ
シ
ト
サ
ラ

△
是
よ
り
返
し
サ
ァ
リ
ノ
ー
、
ヒ
ウ
リ
ャ
ニ
ヒ
ゥ
リ
ャ

△
返
し
ヒ
ャ
ラ
ロ
ウ
ニ
ヒ
ャ
ル
ロ
ー
ー

△
だ
い
て
寝
タ
夜
の
ア
明
月
ハ
ン
〆
、
ｊ
、
ノ
ー
、
ヒ
イ
ャ
は
な
れ
か
た
な
や
寝

か
と
打
見
え
れ
ハ
ー
Ｉ
四
季
の
踊
ハ
い
つ
も
冬
か
と
打
み
へ
る

一
を
と
り
ノ
、

「
入
は
う
た
」
の
「
此
程
の
ノ
ー
～
御
寺
か
よ
い
に
よ
鳴
し
ゃ
く
は
ち
よ
ひ
ろ
た
サ

ア
ノ
ー
」
以
下
の
歌
詞
は
、
例
え
ば
⑪
「
神
踊
本
」
に
も
あ
る
如
く
、
特
に
和
泉
地
方

踊
歌
・
道
歌
の
代
表
的
な
型
で
あ
る
。
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書
写
了
文
化
十
三
年
丙
子
神
無
月
良
辰
藤
原
長
昌
謹
書
」
と
あ
る
。

㈱
南
條
踊
指
南
抄
一
冊
整
理
番
号
１
１
卿

文
化
一
三
年
書
写
。
二
三
・
三
×
一
七
・
○
・
三
六
丁
。
端
作
り
題
「
南
條
踊
指
南

抄
」
。
最
終
丁
表
に
「
右
南
條
躍
之
記
合
本
一
冊
、
廣
瀬
照
應
先
生
の
秘
書
令
借
用
及

な
お
、
「
南
條
踊
由
来
抜
書
』
（
文
化
二
年
書
写
）
・
一
冊
・
整
理
番
号
１
１
蝿
は
同

じ
く
廣
瀬
照
應
の
写
本
か
ら
書
写
し
た
も
の
で
、
本
書
と
ほ
ぼ
同
様
の
書
で
あ
る
。

南
條
踊
の
詳
細
を
記
録
。
入
端
・
走
り
踊
・
由
利
踊
・
イ
モ
フ
ミ
踊
・
由
利
踊
・

を
り
踊
・
帰
踊
の
進
行
に
し
た
が
っ
て
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。
現
在
南
條
踊
と

呼
ば
れ
る
も
の
は
、
広
島
・
山
県
郡
・
新
庄
、
山
口
・
岩
国
市
、
長
門
市
・
湯
本
の

三
箇
所
に
伝
承
し
て
い
る
が
、
本
書
は
そ
の
岩
国
市
の
南
條
踊
に
関
す
る
も
の
で
あ

ア
（
》
◎

本
書
の
よ
う
に
、
「
急
げ
新
発
意
後
か
ら
時
雨
が
し
て
く
る
」
の
歌
詞
を
「
い
り
は
」

と
し
て
利
用
す
る
地
域
に
は
、
和
泉
・
讃
岐
な
ど
が
あ
る
。

ん
ノ
ー
／
、
？
、

▽
我
お
す
さ
め
て
．
此
君
お
ノ
ー
、
お
も
い
き
れ
と
や
ふ
く
つ
と
や
歌
尻
同
断

△
行
違
し
わ
小
舟
か
よ
き
君
ま
す
ハ
〆
、
か
じ
を
し
ん
し
づ
め
て
△
返
シ
な
の

り
合
セ
ｊ
、
ひ
う
り
や
に
ひ
う
り
や
△
返
シ
ひ
や
ら
ろ
う
に
ひ
や
る
ろ
Ｉ
、

は
だ
や
歌
尻
先
々
返
り
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